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今週のキーワード

AI材料発見
全固体電池と量子技術が進化、中国材料も台頭

30
件

総記事数

10
カ国

対象国数

1,000
Wh/kg

電池密度目標

5
億ドル

AI材料助成金

今週の全30記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 mRNA超高効率送達 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

ケンブリッジ大がmRNAの細胞・組織への超高効率・
低オフターゲット送達技術を開発、次世代ワクチン・
遺伝子治療に革命をもたらす可能性。

#02 学術誌投稿要件 解説記事
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

「Advanced Functional Materials」誌が、材料の新
規性だけでなく機能性実証と構造-機能関係の明確化
を投稿論文に要求。

#03 2D WS2欠陥抑制 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

2D硫化タングステン（WS2）の欠陥を効果的に抑制
するイオンペア設計規則が確立され、次世代エレクト
ロニクス応用へ前進。

#04 奇パリティ磁性解明 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
一次元系における奇パリティ磁性の挙動を解明し、柔
軟な有機半導体デバイスへの応用可能性を提示。

#05 HEOsサイズ制御合成 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

水-アルコール共溶媒での準臨界水熱合成により、高
効率な酸素発生用高エントロピースピネル酸化物ナノ
粒子（HEOs）のサイズ制御合成に成功。

#06 ペプチド自己組織化 学術論文
●●●○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

グリシン-X反復ペプチドの配列がグラファイト上での
自己組織化構造に与える影響を解明、新規バイオミメ
ティック材料設計に寄与。

#07 モルホリン立体合成 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

テザー化ニトレニウムと安価な高原子価ヨウ素酸化剤
を用いた官能基化モルホリンの立体特異的合成法を開
発。

#08 高分子非線形記述 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

絡み合った高分子の非線形指数に関する分子レベル記
述を開発、柔軟なデバイスの電荷輸送と性能制御へ道
。

#09 hBNスピン欠陥生成 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

六方晶窒化ホウ素（hBN）の量子フォトニクス用スピ
ン欠陥をクリプトンイオン注入でアニーリングフリー
生成に成功、量子デバイス開発を加速。

#10 ニッケル系超伝導 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

二層ニッケル系超伝導体の層間ペアリングメカニズム
を理論的に解明、量子幾何学が非従来型超伝導研究の
鍵に。

#11 PMDAガイドライン 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●

PMDAが医薬品の最適使用推進ガイドラインを公表、
新薬の適正利用と医療効率向上を促進し、機能性材料
応用にも影響。

#12 シンガポールA-HUB 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
ATLANT 3D、シンガポールA*STAR IMREとNAMIC
がAI駆動型材料発見のA-HUBを設立する覚書を締結。

#13 AMAT HBMシステム 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

Applied MaterialsがAIチップ向けDRAM・HBM製造
を加速する「Centura Prime Epi」システムを発表、
半導体業界の生産性向上に貢献。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#14 Volta PFASフリー電池 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
Volta Energyがカナダ政府から150万ドル助成金獲得
、PFAS・コバルトフリー全固体電池開発を加速。

#15 味の素 絹タンパク質 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
味の素が絹由来機能性タンパク質活用「Next New W
orld」に投資、ペットヘルスケア製品商業化を推進。

#16 AFFOA機能性繊維 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

AFFOAが機能性繊維製品加速プログラムでThe Lycra
Company、Ecotuneら4社を選出、バイオベースコー
ティングやリサイクル繊維を推進。

#17 ソーラー熱バッテリー 新製品
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

MIT-WPUの研究者がパラフィンワックス利用のソー
ラー熱バッテリーを開発し、日没後の温水供給を実現
。

#18 TRUNNANO Na電池 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

TRUNNANOがバッテリー材料部門を設立、高性能ナ
トリウムイオン電池用層状酸化物カソード材料に注力
。

#19 熱電変換新応用 解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
SUSTAINETウェビナーで熱電変換の新応用を議論、
柔軟で大型の熱電モジュール製造が焦点。

#20 POSTECH廃熱発電 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
POSTECHが中空シリコンナノチューブで廃熱発電効
率の限界を突破、データセンターの熱管理に貢献。

#21 NVIDIA ALCHEMI 新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

NVIDIAがAI駆動型材料発見ソフトウェア「ALCHEMI
」を発表、数百万の分子・材料シミュレーションを可
能にし、新材料開発を加速。

#22 PetVivo生体材料 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●○○○

○

PetVivo HoldingsがPiezoBioMembraneを買収し、圧
電技術を活用した機能性生体材料プラットフォームを
強化。

#23 SandboxAQ CHIPS法 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○

SandboxAQが米国商務省CHIPS法から5億ドル獲得、
AI駆動型材料発見でPFASフリー半導体・新バッテリ
ー化学を加速。

#24
Air
Energyリチウム空気

技術比較
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○

Air Energyがイリノイ工科大学と連携し、エネルギー
密度1,000 Wh/kgの固体リチウム空気電池を開発、大
型電動航空機を実現へ。

#25 中国先端材料展示 市場概観
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

中国CISCEで吉林化繊が世界最高強度T1200級炭素繊
維を展示、Sinochemは人型ロボット向け材料を発表
し、中国の技術革新をアピール。

#26 形状記憶合金進化 解説記事
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

形状記憶合金が航空宇宙・生体医療分野で次世代工学
ソリューションの基盤技術へ進化、適応性、軽量性、
インテリジェントな特性が注目。

#27 MatH2水素材料 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

新コンソーシアム「MatH2」が発足、先進材料で水素
貯蔵・輸送・インフラの課題を解決し、世界的な水素
エネルギーへの移行を加速。

#28 廃熱回収熱電最適化 学術論文
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

産業廃熱回収向け水冷熱電デバイスで、冷却水流量3
m/sが最大正味出力電力を達成する最適条件であるこ
とを実証。

#29 EnergyX工場計画 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

EnergyXが5億ドルのバッテリー工場計画を推進中だ
が、資金調達に課題。Wildcat Discovery
Technologiesとの提携で技術信頼性を高める。

#30 ホンダQS全固体電池 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

ホンダとQuantumScapeがEV向け全固体電池の商業
化で複数年共同研究契約を締結、次世代バッテリー開
発を加速。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ AI駆動型材料発見は、貴社の開発プロセスをどれだけ加速させますか？
NVIDIAの「ALCHEMI」やSandboxAQのCHIPS法による5億ドル助成金など、AIを活用した材料探索が急速に進展してい
ます。数百万の分子シミュレーションやPFASフリー材料、新バッテリー化学の発見が加速する中、自社のR&D;戦略にAI
をどう組み込むか、具体的なロードマップはありますか？

❷ 全固体電池の「ゲームチェンジャー」は、いつ、どこから現れると予測しますか？
ホンダとQuantumScapeの提携、Volta EnergyのPFAS・コバルトフリー開発、Air Energyの1,000 Wh/kg目標など、
全固体電池の競争が激化しています。特に航空EV向けの高エネルギー密度電池は市場を根本から変える可能性を秘めてい
ます。自社のEV材料戦略やサプライチェーンへの影響を再評価する時期に来ています。

❸ 中国の先端材料技術の台頭は、貴社の競争優位性を脅かしていませんか？
中国の吉林化繊が世界最高強度T1200級炭素繊維を展示し、Sinochemは人型ロボット向け柔軟材料を発表しました。中
国は国家戦略として新材料開発を加速しており、特に航空宇宙やロボティクス分野での技術的優位性を確立しようとして
います。日本の材料メーカーは、この動向に対しどのような差別化戦略を構築すべきでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

全固体電池
AI材料探索

HBM製造

航空EV電池
mRNA送達

持続可能材料

水素材料

中国材料

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 全固体電池 注意 EV競争力強化 開発遅延、既存事業陳腐化

● AI材料探索 注意 開発加速、新材料創出 競争激化、データ活用力不足

● HBM製造 注意 半導体PKG需要増 装置投資増、技術追従

● 航空EV電池 機会大 航空EV市場創出 —

● mRNA送達 機会大 医療材料革新 —

● 持続可能材料 機会大 環境負荷低減、コスト減 —

● 水素材料 機会大 水素社会貢献 —
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● 中国材料 脅威大 — 競争力低下、サプライチェーン
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深掘り ① ― ホンダとQuantumScape、EV全固体電池で提携
#30 | 2026/06/18 | Electrek | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●○○
日本関連度●●●●●

ホンダと全固体電池開発のQuantumScape（QS）が、EV向け全固体電池の商業化を目指す複数年共同研究契約を締結
しました。ホンダはQSのシリコンアノード全固体技術を綿密に評価し、その可能性を認めました。この提携は、次世代
バッテリー技術の開発を加速し、EV市場の競争環境を大きく変える可能性を秘めています。

QSの技術は、従来の液系リチウムイオン電池の安全性とエネルギー密度の限界を克服し、約2倍のエネルギー密度、超
急速充電、長サイクル寿命を実現するとされます。ホンダは車両設計、バッテリー管理システム、実走行評価の専門知
識を提供し、大容量セル設計の検証、自動車向けパッケージング、製造プロセスのスケールアップに貢献します。

▶ 技術者の視点

【機会】ホンダがQSと組むことで、日本の自動車産業は全固体電池開発競争で優位に立つ可能性があり
ます。QSの技術が実用化されれば、EVの航続距離、充電時間、安全性が飛躍的に向上し、EV普及を加
速させるでしょう。日本の材料メーカーや部品メーカーは、この新しいサプライチェーンへの参入機会
を探るべきです。特に固体電解質やリチウム金属アノード関連技術は要注目です。 【脅威】QSの技術
はまだ量産化の課題を抱えており、目標性能が達成できないリスクや、開発が遅延する可能性も考慮す
べきです。また、他社も全固体電池開発に巨額を投じており、競争は熾烈です。日本企業は、この提携
の進捗を注視しつつ、自社技術開発や他社との連携も並行して進める必要があります。特に、既存の液
系リチウムイオン電池関連事業への影響も考慮し、事業ポートフォリオの転換戦略が求められます。 【
アクション】R&D;部門はQSの技術詳細とホンダとの共同開発ロードマップを深掘りし、自社技術との
シナジーや競合優位性を評価すること。経営企画部門は、全固体電池の市場投入時期とEV市場への影響
を予測し、中長期的な事業戦略を再検討すべきです。

深掘り ② ― NVIDIA、AI駆動型材料発見ソフトウェア「ALCHEMI」発表
#21 | 2026/06/22 | NVIDIA Newsroom | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

NVIDIAは、化学および材料発見を加速する新しいAIソフトウェア「NVIDIA ALCHEMI」を発表しました。このプラッ
トフォームは、バッテリー材料、触媒、OLEDディスプレイなどの分野に特化したマイクロサービスとツールキットで
構成され、研究者が一度に数百万の分子と材料をシミュレートすることを可能にします。

ALCHEMIはGPUによる並列処理能力を最大限に活用し、分子動力学シミュレーション、量子化学計算、材料特性予測
を高速化。従来の数週間から数ヶ月を要するシミュレーションを数時間から数日で完了させ、開発コストと時間を大幅
に削減し、イノベーションを加速します。
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▶ 技術者の視点

【機会】NVIDIAのALCHEMIは、AIによる材料開発の民主化と加速を象徴する動きです。日本の材料メ
ーカーやR&D;部門は、この種のAIプラットフォームを導入することで、新材料探索の効率を劇的に向
上させ、開発期間を短縮できる大きな機会を得ます。特に、バッテリー材料、触媒、ディスプレイ材料
など、競争が激しい分野での優位性確立に貢献するでしょう。データ駆動型材料科学への移行を加速す
る起爆剤となり得ます。 【脅威】AIを活用した材料開発競争は世界的に激化しており、このツールを使
いこなせない企業は、開発速度やコスト面で後れを取る可能性があります。NVIDIAのような巨大IT企
業が材料科学の領域に深く参入することで、従来の材料メーカーは新たな競争相手に直面します。AIモ
デルのトレーニングに必要な高品質なデータ収集・管理能力も重要になります。 【アクション】R&D;
部門は、ALCHEMIのようなAI材料発見ソフトウェアの評価と導入を検討し、自社の研究テーマへの適用
可能性を検証すべきです。DX推進部門は、材料データプラットフォームの構築とAI人材の育成を急務と
捉え、経営企画部門は、AIを活用した材料開発戦略を策定し、中長期的な競争力強化に繋げるべきです
。
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深掘り ③ ― ケンブリッジ大、mRNA超高効率送達ナノ技術開発
#01 | 2026/06/18 | Nature Materials | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

ケンブリッジ大学の研究チームが、mRNAの細胞・組織への超高効率かつ低オフターゲット送達を実現するナノテクノ
ロジー戦略を開発しました。この新技術は、現在のmRNA送達における主要課題を克服し、遺伝子治療や次世代ワクチ
ン開発に革命をもたらす可能性を秘めています。

開発されたナノ送達システムは、特定の細胞表面受容体を標的とするよう設計され、mRNAの選択的取り込み効率を飛
躍的に向上。従来の脂質ナノ粒子（LNP）と比較して、非標的臓器への蓄積が著しく低減され、全身毒性のリスクが最
小化されました。in vitro/in vivoで高い遺伝子発現レベルを実証しています。

▶ 技術者の視点

【機会】mRNA技術はCOVID-19ワクチンでその力を示しましたが、この技術は特異性と安全性を大幅
に向上させるもので、がん治療、自己免疫疾患、再生医療など、幅広い遺伝子治療領域での応用が期待
されます。日本の製薬企業やバイオベンチャー、そして関連する機能性材料メーカー（ナノ粒子材料、
生体適合性材料など）にとっては、新たな共同研究や市場参入の大きな機会となります。 【脅威】この
技術が確立されれば、既存のLNPベースの送達システムや、他の遺伝子治療アプローチに対する競争優
位性が高まる可能性があります。日本の関連企業は、この技術の進展を注視し、自社の技術ポートフォ
リオとの比較検討を行う必要があります。基礎研究段階とはいえ、学術的ブレークスルーは将来の市場
を大きく変えるため、早期の情報収集と戦略立案が不可欠です。 【アクション】R&D;部門は、このナ
ノ送達システムの詳細（材料組成、標的メカニズムなど）を調査し、自社のバイオ・医療材料開発への
応用可能性を検討すべきです。経営企画部門は、mRNA治療薬市場の将来予測を更新し、この技術がも
たらす市場構造の変化に対応するための戦略を立案する必要があります。

その他の注目記事
HEOsサイズ制御合成（ChemRxiv）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

貴金属フリーの酸素発生用高エントロピースピネル酸化物ナノ粒子をサイズ制御合成。水の電気分解や燃料電池の触媒
として有望で、持続可能なエネルギー技術に貢献。

hBNスピン欠陥生成（arXiv）
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

hBNにアニーリングフリーで量子フォトニクス用スピン欠陥を生成。量子センサー、量子通信デバイス、量子コンピュ
ータ開発を加速する画期的な手法。

POSTECH廃熱発電（EurekAlert）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

中空シリコンナノチューブで廃熱発電効率の限界を突破。希少金属に依存せず、データセンターの熱管理や産業廃熱回
収に革新的なソリューションを提供。

中国先端材料展示（PR Newswire）
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

中国が世界最高強度T1200級炭素繊維と人型ロボット向け柔軟材料を展示。航空宇宙やロボティクス分野における中国
の技術力向上は、日本にとって脅威となり得る。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;/経営企画】全固体電池の最新動向（#30, #24,
#14）を調査し、自社のEV材料戦略への影響を評価。特にホンダとQSの提携は日本企業にとって重要。

• 【R&D;/DX推進】NVIDIA ALCHEMI（#21）やSandboxAQ（#23）のようなAI駆動型材料発見ソフトウェア
の機能と適用事例を調査し、自社開発プロセスへの導入可能性を検討。

• 【半導体PKG/材料開発】Applied MaterialsのHBM製造システム（#13）の技術詳細を把握し、次世代AIチッ
プ向けパッケージング材料の要求特性と自社製品の適合性を確認。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/新規事業】mRNA送達技術（#01）の進展を継続的に監視し、バイオ・医療材料分野での新たな事業
機会や共同研究パートナーの探索を開始。

• 【R&D;/エネルギー材料】貴金属フリー触媒（#05）や廃熱発電技術（#20, #28）の最新動向を調査し、自社
の環境・エネルギー関連材料開発ロードマップに反映。特にデータセンター熱管理への応用を検討。

• 【調達/R&D;】PFASフリー材料（#14, #23）の代替品に関する情報収集を強化し、サプライチェーンリスク
低減に向けた具体的なアクションプランを策定。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画/R&D;】中国の先端材料技術（#25）の動向を継続的に監視し、特に炭素繊維やロボット材料分野
での競争力維持・強化に向けた戦略（差別化、ニッチ市場開拓、M&A;など）を策定。

• 【R&D;/水素事業】水素インフラ向け新材料開発コンソーシアム「MatH2」（#27）のような国際的な取り組
みへの参画可能性を検討し、水素社会実現への貢献と自社技術の活用機会を探る。

• 【R&D;/量子技術】hBNスピン欠陥生成（#09）など、量子フォトニクス・量子デバイス関連の基礎研究動向
を注視し、将来的な材料応用を見据えた先行研究テーマを検討。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-27
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収録記事一覧

#01 ケンブリッジ大学、mRNAの細胞・組織への超高効率・低オフターゲット送達を実現、次世代ワ
クチン・遺伝子治療へ前進

#02 「Advanced Functional Materials」誌、投稿論文に材料の新規性と機能性実証、構造-機能関係

の明確化を要求

#03 2D硫化タングステン（WS2）の欠陥を効果的に抑制するイオンペア設計規則を確立

#04 一次元系における奇パリティ磁性の挙動を解明し、柔軟な有機半導体デバイスへの応用可能性を
提示

#05 水-アルコール共溶媒での準臨界水熱合成により、高効率な酸素発生用高エントロピースピネル酸
化物ナノ粒子（HEOs）のサイズ制御合成に成功

#06 グリシン-X反復ペプチドの配列がグラファイト上での自己組織化構造に与える影響を解明、新規
バイオミメティック材料設計に寄与

#07 テザー化ニトレニウムと安価な高原子価ヨウ素酸化剤を用いた官能基化モルホリンの立体特異的
合成法を開発

#08 絡み合った高分子の非線形指数に関する分子レベル記述を開発、柔軟なデバイスの電荷輸送と性

能制御へ道

#09 六方晶窒化ホウ素（hBN）の量子フォトニクス用スピン欠陥をクリプトンイオン注入でアニーリ
ングフリー生成に成功、量子デバイス開発を加速

#10 二層ニッケル系超伝導体の層間ペアリングメカニズムを理論的に解明、量子幾何学が非従来型超
伝導研究の鍵に

#11 PMDA、医薬品の最適使用推進ガイドラインを公表、新薬の適正利用と医療効率向上を促進

#12 ATLANT 3D、シンガポールA*STAR IMREとNAMICがAI駆動型材料発見のA-HUBを設立する覚
書を締結

#13 Applied MaterialsがAIチップ向けDRAM・HBM製造を加速する「Centura Prime Epi」システム
を発表

#14 Volta Energyがカナダ政府から150万ドル助成金獲得、PFAS・コバルトフリー全固体電池開発を

加速

#15 味の素が絹由来機能性タンパク質活用「Next New World」に投資、ペットヘルスケア製品商業
化を推進

#16 AFFOA、機能性繊維製品加速プログラムでThe Lycra Company、Ecotuneら4社を選出

#17 MIT-WPUの研究者、パラフィンワックス利用のソーラー熱バッテリーを開発し日没後の温水供

給を実現



#18 TRUNNANOがバッテリー材料部門を設立、高性能ナトリウムイオン電池用層状酸化物カソード
材料に注力

#19 SUSTAINETウェビナーで熱電変換の新応用を議論、柔軟で大型の熱電モジュール製造が焦点

#20 POSTECHが中空シリコンナノチューブで廃熱発電効率の限界を突破、データセンターの熱管理
に貢献

#21 NVIDIAがAI駆動型材料発見ソフトウェア「ALCHEMI」を発表、数百万の分子・材料シミュレー
ションを可能に

#22 PetVivo HoldingsがPiezoBioMembraneを買収し、機能性生体材料プラットフォームを強化

#23 SandboxAQが米国商務省CHIPS法から5億ドル獲得、AI駆動型材料発見でPFASフリー半導体・
新バッテリー化学を加速

#24 Air Energyがイリノイ工科大学と連携、エネルギー密度1,000 Wh/kgの固体リチウム空気電池
を開発し大型電動航空機を実現へ

#25 中国CISCEで吉林化繊が世界最高強度T1200級炭素繊維を展示、Sinochemは人型ロボット向け
材料を発表

#26 形状記憶合金、航空宇宙・生体医療分野で次世代工学ソリューションの基盤技術へ進化

#27 新コンソーシアム「MatH2」が発足、先進材料で水素貯蔵・輸送・インフラの課題を解決

#28 産業廃熱回収向け水冷熱電デバイス、冷却水流量3 m/sで最大正味出力電力を達成

#29 EnergyXが5億ドルのバッテリー工場計画を推進、資金調達の課題とWildcat Discovery
Technologiesとの提携

#30 ホンダとQuantumScapeが全固体電池の商業化で提携、EV向け次世代バッテリー開発を加速



#01 ケンブリッジ大学、mRNAの細胞・組織への超高効
率・低オフターゲット送達を実現、次世代ワクチン・遺伝
子治療へ前進

001_ケンブリッジ大学、mRNAの細胞・組織への超高効率・低オフターゲット送達を実現、次
世代ワクチン・遺伝

概要

ケンブリッジ大学の研究チームは、mRNAの細胞および組織への超高効率かつ最小限
のオフターゲット送達を実現するナノテクノロジー戦略を開発しました。この新技術

は、現在のmRNA送達における主要な課題を克服し、遺伝子治療や次世代ワクチン開
発に革命をもたらす可能性を秘めています。特異性の向上と全身毒性の低減により、
mRNA療法の臨床応用範囲が大幅に拡大することが期待されます。

公開日 2026年06月18日  Nature Materials  イギリス



詳細

主要成果

ケンブリッジ大学の研究チームは、mRNA（メッセンジャーRNA）を特定の細胞や組織
へ極めて高効率かつ低オフターゲットで送達する革新的なナノテクノロジー戦略を開発
しました。この技術により、mRNAの全身送達における主要な課題であった不均一な分
布と望ましくない細胞への取り込みが大幅に改善され、次世代のワクチンおよび遺伝子
治療薬の実用化を大きく加速させます。

技術・臨床詳細

開発されたナノ送達システムは、特定の細胞表面受容体を標的とするよう設計されて
おり、これによりmRNAが目的の細胞に選択的に取り込まれる効率が飛躍的に向上し
ています。

従来の脂質ナノ粒子（LNP）と比較して、非標的臓器（特に肝臓や脾臓以外の組織）
へのmRNA蓄積が著しく低減され、全身毒性のリスクが最小化されました。

in vitroおよびin vivoモデルにおいて、このシステムがmRNAの安定性を維持しつつ、
高い遺伝子発現レベルを達成できることが実証されました。これにより、低用量での
治療効果が期待され、副作用のさらなる軽減につながります。

特に、特定の免疫細胞へのmRNA送達効率が高く、腫瘍免疫療法や感染症ワクチンの
効果を大幅に高める可能性が示されています。

背景・業界文脈

mRNA技術は、新型コロナウイルス感染症ワクチンの成功によりその潜在能力が広く認
識されましたが、特定の疾患を標的とする遺伝子治療やがん治療への応用には、依然と
して安全かつ効率的な送達システムの開発が不可欠です。現在のmRNA送達は主にLNP

に依存していますが、LNPは全身に広く分布し、肝臓への蓄積が多いという課題があり
ます。この新しいナノテクノロジーは、こうした課題に対し、精密なターゲティングと
毒性低減という画期的な解決策を提供します。



今後の展望

この送達技術は、mRNAを用いたがん治療、自己免疫疾患治療、さらには再生医療な
ど、幅広い遺伝子治療領域での応用が期待されます。研究チームは今後、この技術の臨
床前評価を加速させ、製薬企業との連携を通じてヒトでの臨床試験への移行を目指して
います。これにより、個別化医療の進展と、これまで治療が困難だった疾患への新たな
治療選択肢の提供が期待されます。

元記事: http://feeds.nature.com/nmat/rss/current

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

http://feeds.nature.com/nmat/rss/current


#02 「Advanced Functional Materials」誌、投稿論文に
材料の新規性と機能性実証、構造-機能関係の明確化を要
求

002_「Advanced Functional Materials」誌、投稿論文に材料の新規性と機能性実証

概要

Manusightsが提供するガイド記事は、「Advanced Functional Materials」誌への論文投

稿を検討する研究者に対し、編集者が重視するポイントを解説しています。同誌は、
単なる材料の新規性だけでなく、その機能的性能の明確な実証と、構造-機能関係の深
い説明が不可欠であると強調しています。これにより、研究者は論文の採択率を高め

るための具体的な戦略を理解できます。

公開日 2026年06月18日  Manusights  不明



詳細

主要成果

Manusightsによる最新のガイド記事「Is My Paper Ready for Adv Functional Materials?

(2026)」は、著名な学術誌「Advanced Functional Materials」への論文投稿を目指す研
究者に向けて、編集者が論文に求める核心的な要素を詳細に解説しています。このガイ
ドは、論文が単に新しい材料を提示するだけでなく、その材料の機能的性能を厳密に実
証し、さらに構造と機能の間の明確かつ深い関係性を説明することの重要性を強調して
います。

技術・臨床詳細

新規性と重要性: 論文は、機能性材料分野における明確な新規性と科学的・技術的ブ
レークスルーを示す必要があります。単なる合成報告ではなく、その材料が既存の課
題をどのように解決し、新たな応用可能性を拓くかを具体的に記述することが求めら
れます。

機能的性能の実証: 提示された材料の「機能性」は、信頼性の高い実験データと適切
な比較研究を通じて、客観的に実証される必要があります。これには、性能測定の標
準化された手法と、その結果がなぜ重要であるかの明確な説明が含まれます。

構造-機能関係の明確化: 材料の原子レベルからマクロレベルまでの構造が、その機能
的特性にどのように影響を与えるかを詳細に分析し、説明することが不可欠です。こ
れにより、材料科学の基礎的な理解への貢献が示されます。例えば、結晶構造、表面
形態、欠陥、組成などが性能に与える影響を論じる必要があります。

明確な記述と図の品質: 論文は、明確で簡潔な言語で書かれ、高品質な図と表を用い
て研究成果を効果的に伝える必要があります。図はデータが示す意味を即座に理解で
きるよう、分かりやすく設計されなければなりません。



背景・業界文脈

学術出版の世界では、科学的発見の厳密さと新規性が常に求められています。特に
「Advanced Functional Materials」のようなトップジャーナルは、機能性材料分野にお
ける影響力の大きい研究を厳選して掲載しており、投稿される論文には高い水準が要求
されます。過去には、単に新しい材料を合成したという報告が多かったものの、近年で
はその材料が持つ「機能」とその「メカニズム」に対する深い洞察が重視される傾向に
あります。このガイドは、このような編集方針の変化に対応するための実用的なアドバ
イスを提供します。

今後の展望

この種のガイドは、若手研究者や国際的なトップジャーナルへの投稿経験が少ない研究
者にとって、論文作成の品質向上に大きく寄与します。研究成果を最大化し、適切な形
で発表することで、機能性材料分野全体の進展を加速させることが期待されます。ま
た、編集者が求める基準を明確にすることで、将来の研究動向や重点分野を間接的に示
唆する役割も果たします。

元記事: https://manusights.com/blog/is-my-paper-ready-for-advanced-functional-materials

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://manusights.com/blog/is-my-paper-ready-for-advanced-functional-materials


#03 2D硫化タングステン（WS2）の欠陥を効果的に抑制
するイオンペア設計規則を確立

概要

研究者らは、二次元硫化タングステン（2D WS2）における欠陥を効果的に不活性化す
るためのイオンペア設計規則を確立しました。この研究は、原子レベルでの欠陥制御
を通じて材料特性を向上させる上で極めて重要です。これにより、2D WS2が次世代エ

レクトロニクスやフォトニクス分野での応用において、その潜在能力を最大限に発揮
することが期待されます。

公開日 2026年06月26日  ChemRxiv  国際



詳細

主要成果

研究者らは、二次元硫化タングステン（2D WS2）材料の性能を向上させるため、原子
レベルで欠陥を効果的に不活性化するイオンペア設計規則を新たに確立しました。この
画期的な発見は、2D WS2が持つ高い電気的・光学的特性を最大限に引き出すための基
盤となります。

技術詳細

本研究では、特定のイオンペアの組み合わせと配置が、2D WS2結晶格子内の欠陥サイ
トにどのように結合し、その電子構造を安定化させるかを詳細に調査しました。これに
より、材料の電荷キャリア移動度や発光効率を阻害する主な要因であった欠陥を、精密
に制御することが可能になりました。研究チームは、異なるイオンペアの組み合わせを
体系的に評価し、最も効果的な欠陥不活性化メカニズムを特定しました。これは、理論
計算と実験的検証の両方によって裏付けられています。

背景・業界文脈

2D硫化タングステン（WS2）は、その優れた半導体特性、高い光応答性、そして原子レ
ベルの薄さから、次世代エレクトロニクス、フォトニクス、センサー技術における有望
な機能性材料として注目されています。しかし、製造過程で生じる原子欠陥が、その理
論的な性能を十分に引き出せない主要な課題となっていました。従来の欠陥制御手法は
限定的であり、材料の潜在能力を阻害していました。

今後の展望

今回のイオンペア設計規則の確立は、2D WS2の安定性と性能を飛躍的に向上させるも
のであり、高性能トランジスタ、光検出器、LED、さらには量子コンピューティングと
いった先端技術への応用を加速させると期待されます。この新しい設計指針により、よ
り信頼性が高く、効率的な2D材料デバイスの開発が可能になり、機能性材料分野におけ
る新たなブレークスルーを促すでしょう。将来的には、他の二次元材料への応用可能性
も探求されます。

元記事: https://chemrxiv.org/articles/preprint/Ion-

https://chemrxiv.org/articles/preprint/Ion-Pair_Design_Rules_for_Defect_Passivation_in_2D_WS2/24003057/1


Pair_Design_Rules_for_Defect_Passivation_in_2D_WS2/24003057/1

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/articles/preprint/Ion-Pair_Design_Rules_for_Defect_Passivation_in_2D_WS2/24003057/1


#04 一次元系における奇パリティ磁性の挙動を解明し、柔
軟な有機半導体デバイスへの応用可能性を提示

概要

この研究は、一次元システムにおける奇パリティ磁性の挙動を深く掘り下げ、磁性材
料の基礎理解に貢献しています。特に、有機半導体における分子配列の精密制御が、
柔軟なエレクトロニクスやウェアラブルセンサーの性能向上に不可欠であることを示

唆しています。この知見は、新たな電子相の実現に向けた重要なステップとなりま
す。

公開日 2026年06月26日  arXiv  国際



詳細

主要成果

本研究は、一次元システムにおける奇パリティ磁性の特性と挙動を詳細に解析し、この
特殊な磁気状態が材料の電気的・光学的特性に与える影響を明らかにしました。さら
に、有機半導体において分子配列を精密に制御することが、柔軟なエレクトロニクスや
ウェアラブルセンサーの性能を飛躍的に向上させる可能性を提示しています。

技術・臨床詳細

研究では、理論モデリングとシミュレーションを用いて、一次元鎖におけるスピンと軌
道の相互作用が奇パリティ磁性をどのように形成し、時間発展させるかを調べました。
この理解は、特定の量子相における電子構造を操作する上での新たな指針となります。
また、報告では、有機半導体の薄膜形成における分子配向技術の重要性が強調されてい
ます。特定の配向を誘導することで、電荷キャリアの移動度を最適化し、外部刺激
（例：歪みや光）に対する応答性を高めることが可能になります。これにより、柔軟な
基板上での高性能トランジスタや光センサーの設計自由度が大幅に向上します。

背景・業界文脈

磁性材料の基礎物理は、スピントロニクスや量子情報科学の発展に不可欠です。特に、
低次元系における奇パリティ磁性のようなエキゾチックな現象の理解は、新しい機能性
材料の設計に繋がります。一方、有機半導体は、その柔軟性、軽量性、低コストな製造
プロセスから、次世代のフレキシブルエレクトロニクス、ウェアラブルデバイス、医療
用センサーへの応用が期待されています。しかし、デバイス性能は分子の秩序度と配向
に大きく依存するため、その制御は長年の課題でした。

今後の展望

今回の研究成果は、一次元磁性材料の新しい電子相を発見し、それらを機能性デバイス
に応用するための理論的基盤を強化するものです。特に、有機半導体における分子配列
の制御に関する知見は、柔軟で高性能な電子デバイスの開発を加速させるでしょう。こ
れにより、スマートテキスタイル、生体適合性センサー、さらには超小型の通信デバイ
スなど、多様な分野でのイノベーションが期待されます。本研究は、物理学と材料科学
の境界領域において、新たな研究方向を切り開くものとなります。



元記事: https://arxiv.org/abs/2606.26222

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/abs/2606.26222


#05 水-アルコール共溶媒での準臨界水熱合成により、高
効率な酸素発生用高エントロピースピネル酸化物ナノ粒子
（HEOs）のサイズ制御合成に成功

概要

新たな研究により、水-アルコール共溶媒を用いた準臨界水熱合成法によって、サイズ

が精密に制御された高エントロピースピネル酸化物ナノ粒子（HEOs）の合成が成功し
ました。これらのHEOsは、貴金属フリーでありながら効率的な酸素発生反応（OER）
用電極触媒として非常に有望であり、持続可能なエネルギー技術の実現に不可欠で

す。

公開日 2026年06月26日  ChemRxiv  国際



詳細

主要成果

研究者らは、水-アルコール共溶媒中での準臨界水熱合成という革新的な手法を開発
し、酸素発生反応（OER）の高性能電極触媒として機能する、サイズ制御された高エン
トロピースピネル酸化物ナノ粒子（HEOs）の合成に成功しました。この方法は、従来
の貴金属触媒に匹敵する、あるいはそれを超えるOER活性を示し、持続可能なエネルギ
ー変換技術における大きなブレークスルーとなります。

技術・臨床詳細

本研究で開発された合成法は、比較的低温（準臨界条件）で、水とアルコールの混合溶
媒を用いることで、ナノ粒子の成長速度と核形成を精密に制御することを可能にしま
す。これにより、HEOsの平均粒径を数ナノメートルの範囲で正確に調整でき、比表面
積と触媒活性を最大化することができました。HEOsは、複数の異なる金属元素が均一
に混ざり合った構造を持ち、その高いエントロピーが触媒サイトの多様性と安定性をも
たらします。電気化学的評価では、このHEOsが、低過電圧かつ高いターニングオーバ
ー頻度（TOF）で酸素を効率的に生成することを示しました。これは、水の電気分解や
燃料電池などのアプリケーションにおいて、エネルギー変換効率を大幅に向上させるこ
とを意味します。

背景・業界文脈

酸素発生反応（OER）は、水の電気分解による水素製造や再生可能エネルギー貯蔵シス
テムにおいて中心的なプロセスですが、その効率は既存の触媒に大きく依存します。現
在、OER触媒として最も高性能なのはイリジウムやルテニウムなどの貴金属ですが、こ
れらの材料は高価で供給が限られています。そのため、貴金属に代わる、安価で豊富に
存在する高性能触媒の開発が世界的に求められています。高エントロピー酸化物
（HEOs）は、その組成の多様性と調整可能性から、次世代の触媒材料として大きな注
目を集めています。



今後の展望

このサイズ制御されたHEOsの合成成功は、貴金属フリーのOER触媒開発における画期
的な進歩であり、水の電気分解コストを大幅に削減し、水素エネルギー社会の実現を加
速させる可能性を秘めています。また、この合成アプローチは、他の多金属酸化物や機
能性ナノ材料の設計・合成にも応用可能であり、触媒科学、バッテリー技術、センサー
など、幅広い分野での材料開発に新たな道を開くでしょう。商業化に向けたスケールア
ップと長期安定性の評価が次の重要なステップとなります。

元記事: https://chemrxiv.org/articles/preprint/Subcritical_Hydrothermal_Synthesis_in_a_Water-

Alcohol_Co-solvent_of_Size-Controlled_High-

Entropy_Spinel_Oxide_Nanoparticles_as_Oxygen_Evolution_Electrocatalysts/24003310/1

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/articles/preprint/Subcritical_Hydrothermal_Synthesis_in_a_Water-Alcohol_Co-solvent_of_Size-Controlled_High-Entropy_Spinel_Oxide_Nanoparticles_as_Oxygen_Evolution_Electrocatalysts/24003310/1
https://chemrxiv.org/articles/preprint/Subcritical_Hydrothermal_Synthesis_in_a_Water-Alcohol_Co-solvent_of_Size-Controlled_High-Entropy_Spinel_Oxide_Nanoparticles_as_Oxygen_Evolution_Electrocatalysts/24003310/1
https://chemrxiv.org/articles/preprint/Subcritical_Hydrothermal_Synthesis_in_a_Water-Alcohol_Co-solvent_of_Size-Controlled_High-Entropy_Spinel_Oxide_Nanoparticles_as_Oxygen_Evolution_Electrocatalysts/24003310/1


#06 グリシン-X反復ペプチドの配列がグラファイト上での
自己組織化構造に与える影響を解明、新規バイオミメティ
ック材料設計に寄与

概要

本研究は、グリシン-X反復ペプチドの特定のアミノ酸配列が、グラファイト表面上で

のその折り畳みと自己組織化にどのように影響するかを解明しました。このメカニズ
ムの理解は、構造と特性が精密に制御された新しいバイオミメティック機能性材料を
設計する上で極めて重要です。

公開日 2026年06月26日  ChemRxiv  国際



詳細

主要成果

研究者らは、グリシン-X反復ペプチドの一次配列がグラファイト表面上での折り畳みと
自己組織化のパターンに決定的な影響を与えることを詳細に解明しました。この発見
は、特定のペプチド配列を設計することで、望むナノスケール構造をボトムアップで構
築する新たな道を拓くものであり、制御された機能を持つバイオミメティック材料の創
製に不可欠です。

技術・臨床詳細

本研究では、原子間力顕微鏡（AFM）、走査型トンネル顕微鏡（STM）、および分子動
力学シミュレーションを組み合わせて、様々なグリシン-X反復ペプチド（ここでXは異
なるアミノ酸残基を表す）がグラファイト基板上でどのように配列し、特定の二次構造
や超構造を形成するかを観察しました。その結果、Xの位置や種類が、ペプチド鎖間の
相互作用、グラファイト表面との接着力、さらには最終的な凝集体の形態（例：ナノフ
ァイバー、シート、ドット）に直接影響を与えることが明らかになりました。特に、疎
水性アミノ酸の導入は、安定した膜状構造の形成を促進し、一方、親水性アミノ酸はよ
り柔軟なネットワークを構築する傾向があることが示されました。

背景・業界文脈

自己組織化は、自然界において、タンパク質の構造形成や細胞膜の構築など、複雑な生
体機能を支える基本的なプロセスです。この原理を人工材料に応用することで、自己修
復材料、高感度センサー、ナノデバイス、ドラッグデリバリーシステムなど、多様な先
進材料の開発が期待されています。特に、ペプチドは、その生体適合性、設計の容易
さ、多様な機能性から、バイオミメティック材料のビルディングブロックとして非常に
注目されています。しかし、目的の構造を確実に形成させるための「設計原則」の確立
が大きな課題でした。



今後の展望

今回の研究成果は、ペプチドの配列とナノ構造の形成メカニズムに関する深い理解を提
供し、バイオミメティック機能性材料の設計における精密な制御を可能にします。これ
により、例えば、特定の細胞接着特性を持つ表面、高効率な光捕集アレイ、あるいは特
定の生体分子を検出するセンサーなど、テーラーメイドの機能を持つ材料を開発する道
が開かれます。この研究は、材料科学、生物学、ナノテクノロジーの境界領域におい
て、新たなフロンティアを切り開くものであり、再生医療、バイオエレクトロニクス、
環境科学への応用が期待されます。

元記事: https://chemrxiv.org/articles/preprint/Sequence_Dependence_of_Folding_and_Self-

Assembly_of_Glycine-X_Repeat_Peptides_on_Graphite/24003298/1

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/articles/preprint/Sequence_Dependence_of_Folding_and_Self-Assembly_of_Glycine-X_Repeat_Peptides_on_Graphite/24003298/1
https://chemrxiv.org/articles/preprint/Sequence_Dependence_of_Folding_and_Self-Assembly_of_Glycine-X_Repeat_Peptides_on_Graphite/24003298/1


#07 テザー化ニトレニウムと安価な高原子価ヨウ素酸化剤
を用いた官能基化モルホリンの立体特異的合成法を開発

概要

研究者らは、テザー化ニトレニウム種と安価な高原子価ヨウ素酸化剤を利用して、官
能基を豊富に含むモルホリン類を立体特異的に合成する効率的な戦略を開発しまし
た。この新しい合成法は、基礎化学および材料科学の進展において重要であり、医薬

品や機能性ポリマーの構成要素となり得る新規機能性分子の創出を可能にします。

公開日 2026年06月26日  ChemRxiv  国際



詳細

主要成果

研究者らは、テザー化ニトレニウムを鍵中間体とし、安価で入手しやすい高原子価ヨウ
素酸化剤を用いることで、官能基を豊富に含むモルホリン誘導体を立体特異的に高効率
で合成する新しい戦略を開発しました。この画期的な合成法は、複雑な環状エーテルア
ミン構造を持つ医薬品候補化合物や先端材料のビルディングブロックの合成に大きく貢
献します。

技術・臨床詳細

本研究で開発された手法は、分子内に予め「テザー」（連結鎖）として組み込まれたニ
トレニウム前駆体が、高原子価ヨウ素酸化剤によって活性化されることで、分子内環化
反応を効率的に進行させるというものです。このテザー化により、反応の立体選択性が
高まり、望ましい立体配置を持つモルホリン骨格を単一ステップで構築することが可能
となります。具体的には、様々な官能基（例：エステル、アミド、ハロゲン）を持つ前
駆体から、対応するモルホリン誘導体が高収率で得られ、光学活性な生成物も合成でき
ることが示されました。従来のモルホリン合成法と比較して、より穏和な反応条件、高
い選択性、そして経済的な試薬の使用が特徴です。

背景・業界文脈

モルホリン骨格は、医薬品（例：抗がん剤、抗ウイルス剤）、農薬、および機能性材料
（例：ポリマー添加剤、リガンド）の分子構造に頻繁に見られる重要な構造モチーフで
す。特に、特定の立体配置を持つモルホリン誘導体は、その生物学的活性や材料特性に
おいてユニークな機能を発揮するため、その立体特異的合成法の開発は有機合成化学に
おける長年の課題でした。従来の合成法は、多段階の複雑なプロセスを要したり、高価
な触媒が必要であったり、立体選択性の制御が困難であったりする課題を抱えていまし
た。



今後の展望

この新しい合成戦略は、医薬品探索研究におけるリード化合物の合成期間を短縮し、開
発コストを削減する可能性を秘めています。また、機能性ポリマーや新規材料設計にお
いて、モルホリン骨格を基盤とした多様な分子構築を可能にし、より高性能でカスタマ
イズされた材料の創出に貢献するでしょう。特に、安価な試薬の使用は、持続可能で経
済的な化学合成の実現にも繋がります。この研究は、有機合成化学の基礎を深めるとと
もに、医薬・材料分野におけるイノベーションを加速させる基盤技術として、今後の応
用展開が期待されます。

元記事:

https://chemrxiv.org/articles/preprint/A_Tethered_Nitrenium_Strategy_for_Functionalized_Morpholines/240033

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://chemrxiv.org/articles/preprint/A_Tethered_Nitrenium_Strategy_for_Functionalized_Morpholines/24003301/1


#08 絡み合った高分子の非線形指数に関する分子レベル記
述を開発、柔軟なデバイスの電荷輸送と性能制御へ道

概要

本研究は、絡み合った高分子が振動剪断変形を受けた際の非線形指数に関する分子レ
ベルでの記述モデルを開発しました。この研究は、高分子フィルムの形態が電荷輸送
およびデバイス性能をどのように決定するかを理解することを目的としており、ソフ

トマターおよび材料科学分野の発展に不可欠な知見を提供します。

公開日 2026年06月19日  arXiv  国際



詳細

主要成果

研究者らは、絡み合った高分子が振動剪断変形を受ける際に示す非線形レオロジー挙動
を説明する、新しい分子論的記述モデルを開発しました。このモデルは、高分子のネッ
トワーク構造と分子間相互作用が、材料の巨視的性能、特に電荷輸送とデバイス効率に
どのように影響するかを解明する上で重要な基盤を提供します。

技術・臨床詳細

この研究では、高分子鎖の絡み合いや再配列が振動剪断応力下でどのように変化するか
を、詳細な分子動力学シミュレーションと理論的アプローチを組み合わせて解析しまし
た。特に、非線形粘弾性応答における高次調波成分の起源と、それが高分子フィルム内
のミクロ構造（形態）に与える影響に焦点を当てています。これにより、フィルムの微
細なモルフォロジー（例：結晶子サイズ、配向性、ドメイン構造）が、電子やホールの
移動経路にどのように影響し、結果として太陽電池、トランジスタ、センサーなどのデ
バイスの電荷輸送効率と全体的な性能を決定するメカニズムがより深く理解できるよう
になりました。従来のモデルでは捉えきれなかった、複雑な高分子系の非線形挙動を予
測する能力が向上しています。

背景・業界文脈

高分子材料は、柔軟なディスプレイ、有機太陽電池、ウェアラブルセンサーなど、多く
の最先端デバイスにおいて不可欠な構成要素です。これらのデバイスの性能は、高分子
フィルムの微細な構造（形態）に大きく依存しますが、加工プロセス（例：塗布、乾
燥、アニーリング）中に形成される形態を精密に制御することは、長年の課題でした。
特に、溶融状態や溶液状態での高分子の挙動、特に非線形レオロジー特性の理解は、加
工条件の最適化と最終的なデバイス性能予測のために極めて重要です。



今後の展望

今回の分子論的記述の成功は、高分子の加工とデバイス性能の間のギャップを埋める上
で画期的なものです。この知見を応用することで、研究者はより精密に高分子フィルム
の形態を制御し、結果として太陽電池の変換効率を向上させたり、柔軟なエレクトロニ
クスの応答速度を高めたりすることが可能になります。これにより、より高性能で耐久
性のある、次世代のソフトマターデバイスの開発が加速されるでしょう。将来的には、
このモデルが新たな高分子材料の設計ガイドラインとして活用され、製造プロセス全体
の最適化に貢献することが期待されます。

元記事: https://arxiv.org/abs/2606.19384

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/abs/2606.19384


#09 六方晶窒化ホウ素（hBN）の量子フォトニクス用スピ
ン欠陥をクリプトンイオン注入でアニーリングフリー生成
に成功、量子デバイス開発を加速

概要

本研究は、クリプトンイオン注入を用いることで、六方晶窒化ホウ素（hBN）におい

て量子フォトニクスに適したスピン欠陥をアニーリングなしで生成する画期的な方法
を実証しました。温度依存性フォトルミネッセンスと電子スピン共鳴（EPR）分析によ
り、安定したスピン活性欠陥中心が確認され、量子材料および量子デバイス開発に大

きな可能性をもたらします。

公開日 2026年06月23日  arXiv  国際



詳細

主要成果

研究者らは、六方晶窒化ホウ素（hBN）中に量子フォトニクス応用向けのスピン欠陥
を、熱アニーリング工程なしで効率的に生成する新しい手法を開発しました。この画期
的な方法は、クリプトン（Kr）イオン注入を利用するもので、従来の複雑なプロセスを
排除し、量子情報科学におけるhBNベースのプラットフォーム開発を大幅に加速させる
ことが期待されます。

技術・臨床詳細

本研究では、hBN単結晶膜に対し、特定のエネルギーでクリプトンイオンを直接注入す
るプロセスが用いられました。この注入プロセスにより、hBNの結晶格子内に特定の空
孔と不純物原子からなる安定した欠陥構造が意図的に導入されます。重要なのは、一般
的に欠陥の活性化や安定化に必要とされる高温アニーリング工程が不要である点です。
温度依存性フォトルミネッセンス（PL）測定と電子スピン共鳴（EPR）分光法を組み合
わせることで、生成された欠陥が室温においても安定したスピン活性を示し、かつ量子
ビットとしてのコヒーレンス時間を示唆するスペクトル特性を持つことが確認されまし
た。このアニーリングフリーのアプローチは、製造工程の簡素化と、デリケートなデバ
イス構造へのダメージ軽減に貢献します。

背景・業界文脈

量子情報処理、特に量子フォトニクスにおける単一光子源やスピン量子ビットの実現に
は、安定したスピン活性欠陥を持つ広バンドギャップ半導体が不可欠です。六方晶窒化
ホウ素（hBN）は、その優れた光学特性、高い絶縁性、二次元構造から、ダイヤモンド
窒素空孔（NV）中心に代わる有望な量子材料として近年注目を集めています。しか
し、hBN中のスピン欠陥を、制御性良く、かつ集積回路に適した方法で生成すること
は、実用化に向けた大きな課題でした。従来、欠陥生成には電子線照射後の高温アニー
リングが必要で、これがスケーラビリティや製造コストの障壁となっていました。



今後の展望

このクリプトンイオン注入によるアニーリングフリーなスピン欠陥生成法は、hBNを基
盤とした高性能な量子センサー、量子通信デバイス、および量子コンピュータの実現に
向けた道を開くものです。製造プロセスの簡素化は、hBN量子デバイスの大量生産とコ
スト削減に直結し、量子技術の社会実装を加速させるでしょう。研究チームは今後、生
成された欠陥のコヒーレンス時間のさらなる延長や、デバイス構造内での欠陥の位置選
択的制御といった課題に取り組む予定であり、量子材料科学におけるhBNの役割がさら
に拡大すると期待されます。

元記事: https://arxiv.org/abs/2606.23456

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/abs/2606.23456


#10 二層ニッケル系超伝導体の層間ペアリングメカニズム
を理論的に解明、量子幾何学が非従来型超伝導研究の鍵に

概要

本記事は、最近発見された二層ニッケル系超伝導体における理論的な進展を包括的に
レビューし、層間ペアリングメカニズムを深く掘り下げています。特に、量子幾何学
を含む物理的要素が、非従来型超伝導の研究において不可欠であることを強調してお

り、高温超伝導の起源解明に向けた重要な洞察を提供します。

公開日 2026年06月18日  ResearchGate  国際



詳細

主要成果

本レビュー論文は、二層ニッケル系超伝導体における超伝導の発見以降の理論的進展を
総括し、特にその特異な「層間ペアリングメカニズム」を詳細に分析しています。この
研究は、量子幾何学などの本質的な物理的要素が、これらの材料における非従来型超伝
導の理解と探索にどのように貢献するかを明確に示しています。

技術・臨床詳細

ニッケル系超伝導体は、銅酸化物超伝導体との類似性から「銅酸化物アナログ」として
注目されており、その超伝導発現メカニズムは長年の未解決問題である高温超伝導の理
解に繋がると期待されています。本論文では、二層構造を持つニッケル系材料におい
て、層間に存在する相互作用が電子のペアリング形成にどのように寄与するかを、様々
な理論モデル（例えば、強相関電子系モデル、フェルミ液体理論の拡張）を用いて考察
しています。特に、量子幾何学的な側面、すなわちバンド構造のトポロジーやベリー曲
率が、超伝導秩序パラメーターの対称性や超伝導ギャップの振る舞いに影響を与える可
能性が強調されています。これにより、従来のBCS理論では説明できない非従来型超伝
導の特徴が、より深く理解されるようになりました。

背景・業界文脈

高温超伝導体の発見以来、その動作原理は物理学の最も重要な未解決問題の一つです。
特に、銅酸化物以外の材料系での高温超伝導の探索は、新しい物理現象の発見や、より
実用的な超伝導材料の開発に不可欠です。最近発見されたニッケル系超伝導体は、その
構造的・電子的特徴が銅酸化物と類似していることから、高温超伝導の統一的な理解に
繋がる可能性を秘めています。しかし、その超伝導メカニズム、特に電子がどのように
ペアを形成するのかについては、まだ多くの議論が残されています。



今後の展望

このレビューは、二層ニッケル系超伝導体の層間ペアリングメカニズムに関する最新の
理論的洞察を集約したものであり、今後の実験研究や理論モデリングの方向性を示す重
要な指針となります。量子幾何学の役割の強調は、非従来型超伝導研究における新たな
視点を提供し、究極的には室温超伝導の実現に向けた材料設計のヒントを与えるかもし
れません。この分野の進展は、超高効率送電、超高速コンピュータ、高度な医療画像診
断など、様々な技術革新に繋がる可能性を秘めています。

元記事:

https://www.researchgate.net/publication/381534948_Interlayer_pairing_mechanism_for_bilayer_nickelate_supe

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/381534948_Interlayer_pairing_mechanism_for_bilayer_nickelate_superconductors


#11 PMDA、医薬品の最適使用推進ガイドラインを公表、
新薬の適正利用と医療効率向上を促進

概要

独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）は、医薬品の最適使用を推進するた
めの新たなガイドラインを公表しました。このガイドラインは、新薬が患者に適切か
つ効率的に使用されることを目的としており、医薬品および医療機器分野における規

制活動と政策開発の進展を反映しています。医療分野における機能性材料の応用と承
認プロセスにも間接的に影響を与える可能性があります。

公開日 2026年06月19日  独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 (PMDA)  日本



詳細

主要成果

独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）は2026年6月19日、「医薬品の最適使
用推進ガイドライン」を新たに公表しました。これは、革新的な医薬品が医療現場で最
大限の有効性と安全性を発揮できるよう、その適正な使用を支援し、医療の質の向上と
効率化を図るための重要な指針となります。

技術・臨床詳細

本ガイドラインは、特定の医薬品、特に新規作用機序を持つ医薬品や、安全性管理が特
に重要とされる医薬品について、医療従事者が適切な患者選択、投与方法、副作用モニ
タリングを行うための具体的な推奨事項を定めています。これには、対象疾患の診断基
準、治療アルゴリズムにおける位置付け、併用薬との相互作用、特定の患者集団（高齢
者、小児、腎機能・肝機能障害患者など）への配慮などが含まれます。ガイドライン
は、医薬品の承認後も継続的にその使用実態を評価し、必要に応じて改訂される方針で
す。これにより、リアルワールドデータに基づいた医療現場での最適な使用が促進され
ます。

背景・業界文脈

近年、再生医療等製品や遺伝子治療薬といった革新的な医薬品の登場により、従来の治
療法では対応困難だった疾患への新たな治療選択肢が拡大しています。しかし、これら
の医薬品は高い有効性を持つ一方で、特定の副作用リスクや高額な薬価といった課題も
抱えています。そのため、医薬品の有効性と安全性を確保しつつ、限られた医療資源を
効率的に活用するためには、承認された医薬品の「最適使用」を推進する仕組みが不可
欠とされていました。PMDAは、患者と医療従事者の双方にとって最良の結果をもたら
すことを目指し、このガイドラインを策定しました。



今後の展望

このガイドラインの導入は、日本の医薬品開発および医療提供体制に大きな影響を与え
るでしょう。製薬企業は、開発段階から最適使用を見据えた臨床試験デザインを行う必
要があり、医療機関はガイドラインに沿った適正な医薬品管理と患者教育が求められま
す。長期的には、医薬品の臨床的価値を最大化し、国民医療費の適正化にも貢献するこ
とが期待されます。また、医療機器や診断薬の開発にも波及効果をもたらし、医療分野
における機能性材料の新規応用にも影響を与える可能性があります。

元記事: https://www.pmda.go.jp/review-services/news/0002.html

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pmda.go.jp/review-services/news/0002.html


#12 ATLANT 3D、シンガポールA*STAR IMREとNAMICが
AI駆動型材料発見のA-HUBを設立する覚書を締結

概要

ATLANT 3D、A*STAR材料研究工学研究所（IMRE）、国立アディティブマニュファクチ
ャリングイノベーションクラスター（NAMIC）は、AI駆動型材料発見を加速するた
め、シンガポールに先端材料開発ハブ（A-HUB）を設立する覚書を締結しました。こ

の協力関係は、ATLANT 3DのDALP®技術とA*STAR IMREの材料工学知識、NAMICのア
ディティブマニュファクチャリング能力を結集します。これにより、先進パッケージ
ング、シリコンフォトニクス、半導体製造など、重要な技術分野における材料開発の

効率が飛躍的に向上すると期待されます。この戦略的提携は、シンガポールを先端材
料研究開発の世界的中心地として確立することを目指します。

公開日 2026年06月24日  Yahoo! Finance Canada  シンガポール



詳細

主要成果

ATLANT 3D、A*STAR材料研究工学研究所（IMRE）、国立アディティブマニュファクチ
ャリングイノベーションクラスター（NAMIC）は、シンガポールにおけるAI駆動型材料
発見を加速するため、先端材料開発ハブ（A-HUB）の設立に関する覚書（MoU）を締結
しました。この提携は、材料科学と製造技術の最先端を融合し、新材料の発見から商業
化までのプロセスを大幅に短縮することを目指します。

技術・臨床詳細

本MoUは、ATLANT 3D独自のDALP®（Direct Atomic Layer Processing）技術を核として
います。この技術は、原子層レベルでの精密な材料成膜を可能にし、特に複雑な構造を
持つ新材料の設計と製造においてその真価を発揮します。A*STAR IMREは長年の材料工
学研究で培った専門知識を提供し、材料の特性評価、最適化、およびAIモデルのトレー
ニングに必要なデータ生成を担います。さらに、NAMICはアディティブマニュファクチ
ャリング（AM）における豊富な経験と資源を提供し、AIによって設計された新材料の
迅速なプロトタイピングとスケールアップを支援します。

この三者連携により、AIアルゴリズムが材料の組成、構造、特性間の複雑な関係を学習
し、従来の試行錯誤型のアプローチでは不可能だった速度と精度で最適な新材料候補を
特定できるようになります。具体的には、先進パッケージング、シリコンフォトニク
ス、そして次世代半導体製造といった、高性能と高信頼性が要求される分野での応用が
強く期待されています。AI駆動型のシミュレーションとDALP®技術の組み合わせは、例
えば、より高速で効率的なチップ、高感度センサー、あるいは全く新しい機能を持つ光
学デバイスの実現につながるでしょう。

背景・業界文脈

現在、機能性材料の開発は、AIや量子コンピューティングといった先端技術の進歩に不
可欠な要素となっています。特に、半導体業界ではムーアの法則の限界が意識される
中、3Dスタッキングやヘテロジニアスインテグレーションといった先進パッケージング
技術の重要性が高まっています。これらの技術を実現するには、熱管理、信号完全性、
信頼性といった課題に対応できる革新的な材料が不可欠です。シンガポールは、イノベ
ーションと技術開発を国家戦略として重視しており、このA-HUBの設立は、同国が先端
製造業とAI研究のグローバルハブとしての地位をさらに強化するものです。



今後の展望

A-HUBの活動は、AIによって設計された新材料が、概念段階から商業規模での生産に至
るまでの期間を劇的に短縮することを目指します。最初の2年間で、実用可能な材料プ
ロトタイプを複数創出し、産業パートナーとの連携を深める計画です。長期的には、こ
のハブがシンガポール国内外の企業にとって、新材料に関するワンストップの研究開発
パートナーとなることを目指しています。これにより、地域経済の活性化だけでなく、
グローバルなサプライチェーンにおける重要材料の供給安定化にも貢献することが期待
されます。この取り組みは、未来の技術革新を支える基盤として、国際的な注目を集め
るでしょう。

元記事: https://ca.finance.yahoo.com/news/atlant-3d-star-imre-namic-073000827.html

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ca.finance.yahoo.com/news/atlant-3d-star-imre-namic-073000827.html


#13 Applied MaterialsがAIチップ向けDRAM・HBM製造
を加速する「Centura Prime Epi」システムを発表

概要

Applied Materialsは、次世代AIチップの高帯域幅メモリ（HBM）および先進3Dパッケ
ージング製造を劇的に加速する複数の新システムを発表しました。特に、新しい
Centura Prime EpiシステムはDRAMおよびHBM製造の高速化と効率化を実現します。

これらのイノベーションは、AI性能向上に不可欠な3Dチップアーキテクチャの実現を
支援し、半導体業界の生産性向上に大きく貢献します。

公開日 2026年06月25日  Stock Titan  アメリカ



詳細

主要成果

Applied Materialsは、次世代AIを駆動する先進3Dチップアーキテクチャの構築を加速す
るため、DRAMおよび高度なパッケージングに特化した複数の新チップ製造システムを
発表しました。この革新的なシステム群には、特に高帯域幅メモリ（HBM）や3Dスタ
ッキング技術の量産を可能にする新たなソリューションが含まれています。これによ
り、AIチップの性能と効率が飛躍的に向上することが期待されます。

技術・臨床詳細

発表された新システムの中核をなすのは、新しいCentura Prime Epiシステムです。この
システムは、DRAMおよびHBM製造プロセスにおけるエピタキシャル成長の高速化と効
率化を実現します。DRAMは、AIワークロードに不可欠な高速データアクセスを提供す
るメモリであり、HBMは複数のDRAMダイを積層して高い帯域幅を実現する技術です。
Centura Prime Epiシステムは、これらの先進メモリデバイスの複雑な多層構造を、より
高精度かつ高スループットで形成することを可能にします。これにより、メモリメーカ
ーは、AIの要求する膨大なデータ処理能力に対応するチップを、より迅速かつコスト効
率よく製造できるようになります。

また、Applied Materialsは、3Dスタッキングと高度なパッケージングを支援する他の新
しいプラットフォームも導入しました。これには、微細な銅配線や誘電体層の形成、ウ
ェーハ間の接続技術などが含まれます。これらの技術は、異なる種類のチップ（例え
ば、ロジックチップとメモリチップ）を垂直方向に積層し、より短い配線で相互接続す
ることで、データ転送速度を最大化し、消費電力を削減する上で不可欠です。新しいシ
ステムは、これらの複雑なプロセスにおける歩留まり向上と信頼性確保にも貢献しま
す。



背景・業界文脈

AIの急速な発展は、従来のチップ設計および製造手法では対応しきれないほどの計算能
力とメモリ帯域幅を要求しています。特に、大規模言語モデル（LLM）のような複雑な
AIアプリケーションは、CPUやGPUと連携するHBMの性能に大きく依存します。そのた
め、半導体製造装置メーカーは、HBMおよび先進パッケージング技術のボトルネックを
解消するためのソリューション提供が急務となっています。Applied Materialsの今回の
発表は、この業界の喫緊の課題に応えるものであり、AIチップの進化を直接的に支援す
るものです。これにより、AI技術のさらなる普及と発展が促進されると考えられます。

今後の展望

Applied Materialsが導入した新システムは、半導体製造の効率と性能を向上させるだけ
でなく、AIチップの設計に新たな可能性を開きます。高帯域幅メモリのコストと製造時
間を削減することで、より高性能で手頃なAIアクセラレータの開発が促進されるでしょ
う。これにより、クラウドAIからエッジAIまで、幅広いAIアプリケーションの展開が加
速し、自動運転、医療診断、科学研究など、様々な分野でのイノベーションが期待され
ます。同社は、これらの技術を通じて、半導体エコシステム全体の生産性向上と競争力
強化に貢献していく方針です。

元記事: https://www.stocktitan.net/news/AMAT/applied-materials-introduces-new-systems-to-

accelerate-dram-and-etwqxwf3t2d8.html

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.stocktitan.net/news/AMAT/applied-materials-introduces-new-systems-to-accelerate-dram-and-etwqxwf3t2d8.html
https://www.stocktitan.net/news/AMAT/applied-materials-introduces-new-systems-to-accelerate-dram-and-etwqxwf3t2d8.html


#14 Volta Energyがカナダ政府から150万ドル助成金獲
得、PFAS・コバルトフリー全固体電池開発を加速

概要

Volta Energy Inc.は、カナダ政府の革新的ソリューションカナダ（ISC）プログラムか
ら150万ドルの助成金を獲得し、PFASフリーおよびコバルトフリーの次世代全固体リ
チウムイオンバッテリープラットフォームの開発を加速させます。この2年間のプロジ

ェクトでは、独自の高電圧カソード技術と新規全固体電解質を組み合わせたプロトタ
イプバッテリーシステムを開発・検証します。この資金は、持続可能で高性能なバッ
テリー技術の商業化を推進し、サプライチェーンの独立性を高める上で極めて重要で

す。

公開日 2026年06月25日  Cision PR Newswire  カナダ



詳細

主要成果

カナダの先進ソリッドステートパワー技術開発企業であるVolta Energy Inc.は、カナダ
政府の革新的ソリューションカナダ（ISC）プログラムを通じて150万ドルの資金を獲得
しました。この助成金は、次世代のPFAS（パーフルオロアルキル・ポリフルオロアルキ
ル化合物）フリーかつコバルトフリーの全固体リチウムイオンバッテリープラットフォ
ームの開発と検証を加速するために使用されます。これは、バッテリー技術における環
境負荷の低減とサプライチェーンリスクの排除に大きく貢献する画期的な取り組みで
す。

技術・臨床詳細

Volta Energyのプロジェクトは2年間で実施され、独自の高電圧カソード技術と新規全固
体電解質を組み合わせたプロトタイプバッテリーシステムの開発に重点を置いていま
す。現在のリチウムイオンバッテリーでは、フッ素系高分子であるPFASがバインダーや
セパレーターコーティングに使用されることが多く、環境中での分解性が課題となって
います。また、コバルトは倫理的な調達問題や資源の偏在という課題を抱えています。
Volta Energyの技術はこれらの課題を克服し、より持続可能で安全なバッテリーを実現
することを目指します。

全固体バッテリーは、従来の液系電解質を使用するリチウムイオンバッテリーと比較し
て、エネルギー密度、安全性、サイクル寿命の向上といった多くの利点を持っていま
す。特に、不燃性の固体電解質を用いることで、熱暴走のリスクを大幅に低減できま
す。Volta Energyは、高電圧カソード材料の革新と、イオン伝導性に優れた固体電解質
の開発を並行して進めることで、既存技術の限界を超える性能を目指しています。これ
により、電気自動車（EV）、再生可能エネルギー貯蔵、ポータブル電子機器など、幅広
い応用分野での普及が期待されます。



背景・業界文脈

バッテリー技術は、脱炭素社会への移行とエネルギー安全保障の確保において中核的な
役割を担っています。しかし、その一方で、原材料の持続可能性とサプライチェーンの
脆弱性が国際的な課題となっています。PFAS規制の強化やコバルトの地政学的リスク
は、メーカーにとって代替技術の開発を喫緊の課題としています。カナダ政府のISCプ
ログラムは、こうした国の課題解決に貢献する革新的な技術を支援することを目的とし
ており、Volta Energyへの助成金は、カナダがクリーンエネルギー技術分野でリーダー
シップを確立しようとする意欲の表れです。

今後の展望

この150万ドルの助成金は、Volta EnergyがPFASフリー・コバルトフリーの全固体バッ
テリー技術を商業化に向けた重要なマイルストーンを達成するために不可欠なもので
す。2年間のプロジェクトの成功は、同社がプロトタイプバッテリーシステムを開発
し、その性能と信頼性を検証する基盤を築きます。将来的には、この技術が電気自動車
メーカーやエネルギー貯蔵システムプロバイダーに採用されることで、バッテリー市場
全体がより環境に優しく、倫理的な方向へと転換する可能性があります。カナダの国内
産業を強化し、持続可能な未来への貢献が期待されます。

元記事: https://www.newswire.ca/news-releases/volta-energy-secures-1-5-million-government-of-

canada-grant-to-advance-pfas-free-solid-state-battery-technology-813848107.html

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.newswire.ca/news-releases/volta-energy-secures-1-5-million-government-of-canada-grant-to-advance-pfas-free-solid-state-battery-technology-813848107.html
https://www.newswire.ca/news-releases/volta-energy-secures-1-5-million-government-of-canada-grant-to-advance-pfas-free-solid-state-battery-technology-813848107.html


#15 味の素が絹由来機能性タンパク質活用「Next New
World」に投資、ペットヘルスケア製品商業化を推進

概要

味の素株式会社は、アミノサイエンスを基盤とした機能性材料事業の拡大と新たな応
用分野への展開を目指し、絹由来機能性材料を手掛けるスタートアップ企業Next New

World Inc.に投資しました。この投資は、吸着特性を持つ絹由来機能性タンパク質を活

用したペットヘルスケア製品の開発・商業化を加速させます。これにより、味の素グ
ループはペットとその飼い主のQOL向上に貢献するとともに、機能性材料分野でのイ
ノベーションを推進します。

公開日 2026年06月26日  FNB News  日本



詳細

主要成果

味の素株式会社は、アミノサイエンスを基盤とする機能性材料事業の拡大と新たな応用
分野への進出を目指し、絹由来機能性材料の研究開発および関連製品の商業化を行うス
タートアップ企業Next New World Inc.に投資しました。この戦略的投資は、ペットヘル
スケア製品市場における革新的なソリューションの提供を加速させます。

技術・臨床詳細

Next New World Inc.は、吸着特性を持つ絹由来機能性タンパク質をコア技術としていま
す。このタンパク質は、生体適合性が高く、特定の物質を効率的に吸着する能力を持つ
ため、さまざまな用途での応用が期待されています。特にペットヘルスケア分野では、
皮膚トラブルの緩和、消化器系の健康維持、消臭など、日常的なケア製品への応用が進
められています。例えば、ペットの皮膚に優しいシャンプーやコンディショナー、ある
いは体臭を軽減するサプリメントなど、飼い主が抱える悩みに直接アプローチする製品
の開発が進んでいます。絹タンパク質の吸着特性は、アレルギー物質や不要な化学物質
を効果的に除去する一方で、皮膚や被毛に潤いを与えるといった複合的な効果も期待さ
れています。

味の素グループは、アミノサイエンスの専門知識と、Next New Worldの持つ絹タンパ
ク質技術を組み合わせることで、より高機能かつ安全性の高い製品の開発を目指しま
す。このシナジー効果により、製品の性能向上だけでなく、製造プロセスの効率化やス
ケールアップも視野に入れられています。長期的には、ペットヘルスケア製品だけでな
く、他のバイオマテリアル応用分野への展開も検討されており、幅広い市場での成長を
目指します。



背景・業界文脈

近年、ペットは家族の一員として認識され、その健康とQOL（Quality of Life）向上への
関心が高まっています。これに伴い、ペットヘルスケア市場は持続的な成長を遂げてお
り、より自然で安全、かつ効果的な製品への需要が増加しています。特に、アレルギー
や化学物質への懸念から、バイオベースの機能性材料に対する期待は高まる一方です。
味の素グループは、創業以来培ってきたアミノサイエンスの知見を活かし、食品分野だ
けでなく、ヘルスケア、美容、そして機能性材料といった多様な分野で事業を展開して
います。今回の投資は、同グループが新たな成長ドライバーとしてバイオマテリアルお
よびペットヘルスケア市場を重視していることの表れであり、オープンイノベーション
を通じて事業ポートフォリオを強化する戦略の一環と言えます。

今後の展望

Next New World Inc.への投資は、味の素グループがペットヘルスケア市場に本格参入
し、絹由来機能性材料の商業化を加速させる重要な一歩となります。今後は、共同研究
開発を通じて製品ラインナップを拡充し、ペットとその飼い主の具体的なニーズに応え
る高品質な製品を市場に投入していく計画です。この取り組みは、ペットヘルスケア製
品の選択肢を広げ、業界全体の品質向上に貢献するだけでなく、味の素グループの機能
性材料事業における新たな収益源を確立することが期待されます。将来的には、この絹
由来技術を人向け製品に応用することも視野に入っており、さらなる事業拡大の可能性
を秘めています。

元記事: http://www.fnbnews.com/Top-News/ajinomoto-co-invests-in-next-new-world-inc-a-

silkproteinbased-pet-healthcare-products-startup-87178

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

http://www.fnbnews.com/Top-News/ajinomoto-co-invests-in-next-new-world-inc-a-silkproteinbased-pet-healthcare-products-startup-87178
http://www.fnbnews.com/Top-News/ajinomoto-co-invests-in-next-new-world-inc-a-silkproteinbased-pet-healthcare-products-startup-87178


#16 AFFOA、機能性繊維製品加速プログラムでThe Lycra
Company、Ecotuneら4社を選出

概要

AFFOA（Advanced Functional Fabrics of America, Inc.）は、機能性繊維製品加速プログ
ラム（PAFF 3.0）の第3ラウンド受賞企業として、The Lycra Company、Gentex

Corporation、Ecotune、MacroCycle Technologiesの4社を発表しました。このプログラ

ムは、選ばれた企業が技術成熟度を高め、商業化の障壁を克服するために必要な専門
知識と製造資源へのアクセスを提供します。特にEcotuneはバイオベースのプラスチッ
クフリー繊維コーティングの商業化を、MacroCycle Technologiesは繊維から繊維への

リサイクルプラットフォームの商業化を加速させます。

公開日 2026年06月25日  PR Newswire  アメリカ



詳細

主要成果

AFFOA（Advanced Functional Fabrics of America, Inc.）は、 Product Accelerator for

Functional Fabrics (PAFF 3.0) プログラムの第3ラウンド受賞企業として、The Lycra
Company、Gentex Corporation、Ecotune、MacroCycle Technologiesの4社を選出しまし
た。このプログラムは、機能性繊維技術の商業化を加速し、市場投入までの時間を短縮
することを目的としています。

技術・臨床詳細

PAFF 3.0プログラムは、受賞企業に対し、AFFOAが擁する専門知識と製造資源へのアク
セスを提供します。これにより、各社は自社の技術成熟度（TRL）を高め、商業化に向
けた技術的・経済的障壁を克服することができます。選出された4社の取り組みは以下
の通りです。

The Lycra Company：高性能伸縮性繊維のパイオニアであり、今回のプログラムを
通じて、次世代の機能性ライクラ繊維の開発と市場導入を加速します。特に、持続可
能性や耐久性を高めた製品が期待されます。

Gentex Corporation：航空宇宙・防衛分野向けの高性能材料や製品に強みを持つ同
社は、極限環境下でも機能するスマートテキスタイルの開発を推進します。

Ecotune：バイオベースでプラスチックフリーの繊維コーティング技術の商業化を加
速します。これは、マイクロプラスチック問題や環境負荷低減といった喫緊の課題に
対し、革新的なソリューションを提供します。同社のコーティングは、撥水性や防汚
性といった機能を環境に配慮した形で付与することが可能です。

MacroCycle Technologies：繊維から繊維へのリサイクルプラットフォームの商業化
を目指します。使用済み繊維製品を効率的に回収・再資源化する技術は、循環型経済
の実現に向けた重要な一歩となります。同社の技術は、様々な種類の繊維を分別し、
高品質な再生繊維へと変換する能力を有しています。

これらの技術は、個別には異なる応用分野を持ちますが、共通して機能性材料のイノベ
ーションと持続可能性の向上に貢献します。



背景・業界文脈

機能性繊維市場は、スポーツウェア、医療、自動車、航空宇宙、防衛など、多岐にわた
る分野で成長を続けています。特に、環境意識の高まりや循環型経済への移行が求めら
れる中で、バイオベース素材やリサイクル技術の開発は業界全体の喫緊の課題となって
います。AFFOAは、米国国防総省が設立した製造イノベーション研究所の一つであり、
米国の繊維産業の競争力強化とイノベーション促進を使命としています。PAFFプログラ
ムは、政府、学術機関、産業界が連携して、最先端の機能性繊維技術を迅速に市場に投
入するための重要なプラットフォームとなっています。

今後の展望

PAFF 3.0プログラムを通じて、選出された企業は、その技術をより迅速に商業化できる
見込みです。EcotuneとMacroCycle Technologiesの取り組みは、特に環境負荷の低い製
造プロセスと資源循環を実現するための重要なモデルとなるでしょう。これらのイノベ
ーションは、消費者がより高性能で環境に優しい繊維製品を利用できるようになるだけ
でなく、繊維産業全体のサプライチェーンにおける持続可能性基準を引き上げることに
貢献します。AFFOAの支援は、米国の機能性繊維産業がグローバル市場でのリーダーシ
ップを維持し、未来の社会ニーズに応える新たな材料ソリューションを生み出す上で不
可欠な役割を果たすでしょう。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQGC8grp7RR8yj9NiZnxBHjt6WHVVX5G1cJDysuuZ0ffeHOBEWRLk_SmhFY1v2azUPa-

O87vc3Y-E6SlnFuLuxA7vUJAdS5sTNH8xJbXNum-NsQTGoPWoPnezRLM-

Jua4ElB4NuRc7ggY_mcOFOMjG7lRzc_5FE9kP3XJXCteN2M3KInb5_TAKw6ymHw2z1X-

i9LZjvB_ETcwLgc9SPA_LQ8OvcZlbvFwbDw9-

p8X7wq7_oq3ljxNr3jLvdJdv8tCc7kcUXu1yNRyYN01BFDys0CE7l4EKP77I4AeytdsQw6pBtns1IQX1oYak10qqr5E69
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#17 MIT-WPUの研究者、パラフィンワックス利用のソー
ラー熱バッテリーを開発し日没後の温水供給を実現

概要

MIT World Peace Universityの研究チームが、日没後も安定して温水供給を可能にする
ソーラー熱バッテリーを開発しました。この革新的なシステムは、相変化材料
（PCM）としてパラフィンワックスを熱貯蔵カプセルに組み込み、ソーラーコンセン

トレーターで収集した熱エネルギーを効率的に貯蔵します。この技術は、太陽エネル
ギーの断続性という長年の課題を解決し、温水供給における電力および化石燃料への
依存度を大幅に低減する可能性を秘めています。

公開日 2026年06月26日  pv magazine International  インド



詳細

主要成果

MIT World Peace Universityの研究チームが、日没後も温水供給を安定して行える画期的
なソーラー熱バッテリーを開発しました。このシステムは、相変化材料（PCM）である
パラフィンワックスを熱貯蔵カプセルに組み込むことで、太陽エネルギーの断続性とい
う課題を克服し、温水供給における電力および化石燃料への依存を大幅に削減する可能
性を秘めています。

技術・臨床詳細

このソーラー熱バッテリーは、ソーラーコンセントレーターによって収集された太陽熱
エネルギーを効率的に貯蔵します。熱貯蔵の鍵となるのは、内部に封入されたパラフィ
ンワックスです。パラフィンワックスは、特定の温度で相転移（固体から液体へ）する
際に大量の熱を吸収・放出する相変化材料（PCM）として機能します。日中に太陽熱を
吸収して液化し、その熱エネルギーを潜熱として貯蔵します。日没後や日照が不足する
時間帯には、ワックスが凝固する際に貯蔵した熱を放出することで、温水を継続的に供
給することが可能になります。

研究では、熱貯蔵カプセルの設計と、パラフィンワックスの選定に工夫が凝らされまし
た。熱伝導率を高め、熱損失を最小限に抑えるための材料と構造が最適化されていま
す。これにより、システムは熱エネルギーを長時間保持し、必要な時に効率的に利用で
きるようになります。従来の水や岩石を用いた顕熱貯蔵システムと比較して、PCMはよ
り高いエネルギー密度で熱を貯蔵できるため、システム全体の小型化と効率化が実現し
ます。この技術は、特に電力インフラが未発達な地域や、持続可能なエネルギーソリュ
ーションが求められる場所での応用が期待されています。



背景・業界文脈

再生可能エネルギー、特に太陽エネルギーの利用拡大は、気候変動対策とエネルギー安
全保障の観点から世界的に喫緊の課題となっています。しかし、太陽光発電や太陽熱利
用は、夜間や悪天候時の供給不安定性という根本的な課題を抱えています。この「断続
性」の問題を解決するため、効率的なエネルギー貯蔵技術の開発が強く求められていま
す。熱エネルギー貯蔵は、電力貯蔵（バッテリー）とは異なるアプローチで、特に温水
供給や暖房といった熱需要に対応する上で重要な役割を果たします。MIT World Peace

Universityのような研究機関によるこのようなブレークスルーは、太陽エネルギーの利
用可能性を拡大し、エネルギーシステム全体のレジリエンスを高める上で極めて重要で
す。

今後の展望

開発されたソーラー熱バッテリーは、家庭用および産業用の温水供給システムに大きな
変革をもたらす可能性を秘めています。今後、さらなる効率向上、コスト削減、および
長期的な信頼性検証が進められるでしょう。この技術が商業化されれば、特に発展途上
国におけるエネルギーアクセス改善に貢献し、化石燃料への依存を低減することで、温
室効果ガス排出量の削減にも寄与します。また、この技術を基盤として、冷暖房システ
ムへの応用や、より大規模な地域熱供給ネットワークへの統合も視野に入っており、持
続可能な社会の実現に向けた重要な一歩となることが期待されます。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGPrbGv0bezj-

4wcR6VKzxnfPaP8uS0uBBk2AJPsaEdFjzz-

xAA5S3qioE_yWKtkdnenlNXl0ah1MtPQlLg_7uv9SSyiaxYSBRcYdK6pPDk4EJecOTLCuG_aNW5xTbgw3eM2ZjVw5s

kotqZ9D_rwKS29sYFWDdYAXd-atUP2vw50Z29dS8inX9hKVO3R9MoiEssO7YDXVjBcam5YrKp3K8ZCkl

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGPrbGv0bezj-4wcR6VKzxnfPaP8uS0uBBk2AJPsaEdFjzz-xAA5S3qioE_yWKtkdnenlNXl0ah1MtPQlLg_7uv9SSyiaxYSBRcYdK6pPDk4EJecOTLCuG_aNW5xTbgw3eM2ZjVw5shs4Pq9dQub2SbwpmqkxGEnI6-kotqZ9D_rwKS29sYFWDdYAXd-atUP2vw50Z29dS8inX9hKVO3R9MoiEssO7YDXVjBcam5YrKp3K8ZCkl
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGPrbGv0bezj-4wcR6VKzxnfPaP8uS0uBBk2AJPsaEdFjzz-xAA5S3qioE_yWKtkdnenlNXl0ah1MtPQlLg_7uv9SSyiaxYSBRcYdK6pPDk4EJecOTLCuG_aNW5xTbgw3eM2ZjVw5shs4Pq9dQub2SbwpmqkxGEnI6-kotqZ9D_rwKS29sYFWDdYAXd-atUP2vw50Z29dS8inX9hKVO3R9MoiEssO7YDXVjBcam5YrKp3K8ZCkl
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGPrbGv0bezj-4wcR6VKzxnfPaP8uS0uBBk2AJPsaEdFjzz-xAA5S3qioE_yWKtkdnenlNXl0ah1MtPQlLg_7uv9SSyiaxYSBRcYdK6pPDk4EJecOTLCuG_aNW5xTbgw3eM2ZjVw5shs4Pq9dQub2SbwpmqkxGEnI6-kotqZ9D_rwKS29sYFWDdYAXd-atUP2vw50Z29dS8inX9hKVO3R9MoiEssO7YDXVjBcam5YrKp3K8ZCkl
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQGPrbGv0bezj-4wcR6VKzxnfPaP8uS0uBBk2AJPsaEdFjzz-xAA5S3qioE_yWKtkdnenlNXl0ah1MtPQlLg_7uv9SSyiaxYSBRcYdK6pPDk4EJecOTLCuG_aNW5xTbgw3eM2ZjVw5shs4Pq9dQub2SbwpmqkxGEnI6-kotqZ9D_rwKS29sYFWDdYAXd-atUP2vw50Z29dS8inX9hKVO3R9MoiEssO7YDXVjBcam5YrKp3K8ZCkl


#18 TRUNNANOがバッテリー材料部門を設立、高性能ナ
トリウムイオン電池用層状酸化物カソード材料に注力

概要

ナノテクノロジーと先端材料開発のグローバルリーダーであるTRUNNANOは、高性能
ナトリウムイオンバッテリー用層状酸化物カソード材料に特化した新しいバッテリー
材料部門を正式に立ち上げました。同社は、O3型、P2型、P2/O3二相型、単結晶、高

エントロピーシステムを含む多様な結晶構造に対応する技術を確立しています。この
新部門は、既存のリチウムイオン電池に代わる、より持続可能でコスト効率の高いバ
ッテリーソリューションの市場投入を加速させることが期待されます。

公開日 2026年06月26日  GlobeNewswire  不明



詳細

主要成果

ナノテクノロジーと先端材料開発のグローバルリーダーであるTRUNNANOは、新しい
バッテリー材料部門を正式に立ち上げました。この新部門は、特に高性能ナトリウムイ
オンバッテリー（NIB）用の層状酸化物カソード材料の開発と商業化に焦点を当ててお
り、既存のリチウムイオン電池に代わる、より持続可能でコスト効率の高いバッテリー
ソリューションの市場投入を加速させることが期待されます。

技術・臨床詳細

TRUNNANOの新しいバッテリー材料部門は、ナトリウムイオンバッテリーのカソード
材料として、層状酸化物の幅広い結晶構造に対応する技術的専門知識を有しています。
具体的には、以下の結晶構造をカバーしています。

O3型層状酸化物：安定した構造と高いサイクル寿命を特徴とし、実用化に向けた研
究が進んでいます。

P2型層状酸化物：高い放電容量と優れたレート特性を持ち、急速充電用途に適して
います。

P2/O3二相型：両方の型の利点を組み合わせることで、さらに高性能なバッテリー特
性を実現します。

単結晶材料：粒子内部のクラック発生を抑制し、サイクル寿命と熱安定性を向上させ
ます。

高エントロピーシステム：複数の元素を均一に混合することで、材料の安定性と性能
を向上させる革新的なアプローチです。

同社はこれらの多様な構造を制御し、最適化することで、エネルギー密度、サイクル安
定性、安全性、およびコスト効率に優れたナトリウムイオンバッテリー材料を提供する
ことを目指しています。ナトリウムイオンバッテリーは、リチウムと比較してナトリウ
ム資源が豊富で安価であるため、サプライチェーンの安定化とバッテリーコストの低減
に貢献する可能性を秘めています。



背景・業界文脈

世界のバッテリー市場は、電気自動車（EV）や定置型エネルギー貯蔵システムの需要増
大により急速に拡大していますが、リチウム資源の偏在と価格変動、コバルトなどの希
少金属の倫理的・環境的課題が懸念されています。このような背景から、リチウムに代
わる安価で豊富な資源を用いた次世代バッテリー技術として、ナトリウムイオンバッテ
リーが注目を集めています。TRUNNANOの新部門設立は、この市場の動きに呼応し、
ナトリウムイオンバッテリーの商業化を加速させるための重要なステップとなります。
特に中国では、国策としてナトリウムイオンバッテリーの研究開発と産業化が積極的に
推進されており、TRUNNANOの動きは国際的な競争力を高めるものと見られます。

今後の展望

TRUNNANOのバッテリー材料部門は、高性能な層状酸化物カソード材料を通じて、ナ
トリウムイオンバッテリー市場における主要なサプライヤーとなることを目指していま
す。初期段階では、EV用バッテリーや大規模蓄電システム向けの材料供給に注力し、将
来的にはポータブル電子機器など、より広範な応用分野への展開も視野に入れていま
す。この取り組みは、バッテリー技術の多様化と持続可能性の向上に貢献し、世界のエ
ネルギー転換を支援する上で重要な役割を果たすでしょう。同社の技術開発と市場投入
の動向は、今後数年間のバッテリー業界のトレンドを左右する可能性があります。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQFkE_Xan2HzUXWNsoBJBq8EfpjAMjVnHoRQL-

IXO5SUPI0jXOu4idTM2rveuDCdGuhrV50jZ9ffDTWz4VPjTw1o_JR55GWEhcJWn-

Rf5Voni72FPKcQx_mBtv2qyJzSRhHdA01d62P_28Tu9V1U54qQI3okPAsUCZ88RWvejnPRcFrYEO9_FWUb9diyhfslE
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https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQFkE_Xan2HzUXWNsoBJBq8EfpjAMjVnHoRQL-IXO5SUPI0jXOu4idTM2rveuDCdGuhrV50jZ9ffDTWz4VPjTw1o_JR55GWEhcJWn-Rf5Voni72FPKcQx_mBtv2qyJzSRhHdA01d62P_28Tu9V1U54qQI3okPAsUCZ88RWvejnPRcFrYEO9_FWUb9diyhfslEveMXzdlgiqKIxa6_4fqlDKXb2n2NYVehFHl0l8sd7SGWThIe3KwWbUyHP0dP4ihEjb1_ZesJLnzmV0nZElp6tT4eZ5zRL4TFKjFBzg==


#19 SUSTAINETウェビナーで熱電変換の新応用を議論、
柔軟で大型の熱電モジュール製造が焦点

概要

SUSTAINETウェビナーでは、産業分野における熱電変換の新たな応用について専門家
が議論し、熱電発電機（TEG）や柔軟な熱電モジュールの可能性に焦点を当てまし
た。特に、従来のセラミックス材料の限界を打ち破り、連続的に大型の熱電モジュー

ルを製造できる技術的進展が強調されました。これにより、廃熱回収やエネルギーハ
ーベスティングといった分野での効率的なエネルギー変換が現実となり、産業全体の
持続可能性向上に大きく貢献する可能性があります。

公開日 2026年06月19日  YouTube (SUSTAINET)  不明



詳細

主要成果

SUSTAINETが開催したウェビナーでは、産業分野における熱電変換（Thermoelectrics）
の新たな応用が議論され、特に柔軟な熱電モジュールや大型の熱電変換モジュールを連
続的に製造する技術的可能性が強調されました。この進展は、従来のセラミックスをベ
ースとした熱電材料の限界を打ち破り、廃熱回収によるエネルギー効率の劇的な向上を
実現する鍵となります。

技術・臨床詳細

ウェビナーでは、熱電発電機（TEG）の基礎から最新の応用までが専門家によって解説
されました。TEGは、温度差を直接電力に変換する固体デバイスであり、従来の発電方
法に比べて可動部が少なく、メンテナンスフリーで長寿命という利点があります。議論
の焦点の一つは、従来のビスマス・テルライド（Bi2Te3）や鉛・テルライド（PbTe）と
いった希少・高価な材料に代わる、新しい高性能熱電材料の開発でした。特に、カーボ
ンナノチューブやシリコンナノチューブといったナノ構造材料は、熱伝導率を低減しつ
つ電気伝導率を高く保つことが可能であり、熱電性能指数（ZT値）の向上に貢献しま
す。

また、従来の熱電モジュールがセラミックス基板上に作製されることが多かったのに対
し、柔軟な熱電モジュールは、例えばポリマー基板上に印刷技術を用いて作製すること
で、曲面や不規則な表面にも適用できるようになります。これにより、自動車の排気
管、産業機器の表面、ウェアラブルデバイスなど、これまで熱電変換が難しかった多様
な廃熱源からのエネルギー回収が可能になります。さらに、連続製造技術の進展は、大
型の熱電モジュールを効率的に、かつ低コストで生産できる可能性を示唆しており、熱
電変換技術の商業的普及に向けた大きな一歩となります。



背景・業界文脈

世界中でエネルギー需要が増大し、同時に気候変動への対応が求められる中で、廃熱回
収は未利用エネルギーを有効活用する重要な手段として注目されています。産業活動や
運輸部門から排出される廃熱は膨大であり、これを電力に変換できれば、大幅な省エネ
ルギーとCO2排出量削減に貢献できます。熱電変換技術は、このような廃熱回収の「ラ
ストワンマイル」を埋める技術として期待されており、スマートファクトリー、IoTデ
バイス、自動車の燃費向上など、幅広い分野での導入が検討されています。今回のウェ
ビナーは、この技術が持つ潜在力を再確認し、実用化に向けた具体的な課題と解決策を
共有する場となりました。

今後の展望

柔軟な熱電モジュールと連続製造技術の進化は、熱電変換市場の拡大を大きく後押しす
るでしょう。これにより、従来のニッチなアプリケーションに限定されていた熱電発電
が、より広範な産業分野や消費者向け製品にも浸透する可能性があります。今後は、材
料コストのさらなる削減、変換効率の向上、そして製造プロセスの標準化が鍵となりま
す。産学連携による研究開発の加速と、政府による政策支援が、熱電変換技術が持続可
能なエネルギーソリューションの中核を担う未来を創造すると期待されます。

元記事: https://www.youtube.com/watch?v=oBaeGIu7ZXw

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.youtube.com/watch?v=oBaeGIu7ZXw


#20 POSTECHが中空シリコンナノチューブで廃熱発電効
率の限界を突破、データセンターの熱管理に貢献

概要

POSTECHの研究チームは、中空シリコンナノチューブ構造を用いることで、廃熱を電
力に変換する熱電デバイスの効率限界を克服する新しいメカニズムを特定しました。
このブレークスルーは、希少金属に依存せず既存の半導体製造プロセスで実現可能で

あり、エネルギー効率の劇的な改善に貢献します。特に、AIの進化により増大するデ
ータセンターの熱管理という世界的な課題に対し、この技術は革新的なソリューショ
ンを提供する可能性を秘めています。

公開日 2026年06月21日  Pohang University of Science & Technology (POSTECH)  韓国



詳細

主要成果

POSTECH（浦項工科大学校）の研究チームは、中空シリコンナノチューブ構造を用いた
熱電デバイスにおいて、廃熱を電力に変換する効率の限界を克服する新しいメカニズム
を特定しました。この画期的な発見は、希少金属に依存することなく既存の半導体製造
プロセスで実現可能であり、データセンターにおける熱管理の課題解決に大きく貢献す
る可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

研究チームは、シリコンナノチューブを中空構造にすることで、熱伝導率を大幅に低減
しつつ、電気伝導率を維持するという設計思想を採用しました。熱電変換効率は、熱伝
導率が低く、電気伝導率が高い材料で最大化されます（熱電性能指数ZT値の向上）。一
般的にシリコンは熱伝導率が高い材料として知られていますが、ナノ構造化することで
フォノン（熱を伝える量子）の散乱を促進し、熱伝導を抑制できます。中空構造は、こ
の効果をさらに増幅させると同時に、表面積を増やして電子輸送を最適化する新たな経
路を提供します。

具体的なメカニズムとして、中空シリコンナノチューブの内部空間と狭い壁面構造が、
フォノンの平均自由行程を短縮し、熱輸送を効率的にブロックすることを明らかにしま
した。同時に、ナノチューブの表面を適切に処理することで、電子が効率的に移動でき
るパスを確保し、高い電気伝導率を維持します。これにより、従来のバルク材料や他の
ナノ構造材料では困難だった高いZT値の実現に成功しました。この技術は、既存の半導
体製造技術（CMOSプロセスなど）との親和性が高いため、大規模かつ低コストでの生
産が期待され、実用化へのハードルを低減します。



背景・業界文脈

AI技術の急速な発展に伴い、データセンターの消費電力と発熱量は爆発的に増加してお
り、その熱管理は世界的な喫緊の課題となっています。冷却システムにかかるエネルギ
ーコストはデータセンター運営費の大きな部分を占め、発熱はサーバーの性能低下や故
障のリスクを高めます。廃熱を有効活用して電力に変換する熱電技術は、この課題に対
する有望なソリューションの一つですが、これまで変換効率と材料コストの面で実用化
が限定的でした。POSTECHの研究成果は、高効率かつ低コストで実現可能な熱電変換技
術を提供することで、データセンターのエネルギー効率を向上させ、持続可能な情報社
会の構築に貢献するものです。

今後の展望

POSTECHの研究成果は、熱電変換デバイスの設計と製造における新たな方向性を示しま
した。今後、この中空シリコンナノチューブ技術を基盤としたプロトタイプデバイスの
開発と、その長期的な安定性および耐久性の評価が進められるでしょう。実用化されれ
ば、データセンターだけでなく、自動車の排気熱回収、産業廃熱の利用、さらにはウェ
アラブルデバイスやIoTセンサーの自己給電システムなど、幅広い分野での応用が期待
されます。希少金属に依存しない持続可能な材料で高性能な熱電変換を実現するこの技
術は、エネルギー問題と環境問題の解決に大きな影響を与える可能性を秘めています。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1132910

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1132910


#21 NVIDIAがAI駆動型材料発見ソフトウェア
「ALCHEMI」を発表、数百万の分子・材料シミュレーシ
ョンを可能に

概要

NVIDIAは、ハンブルクで開催されたISC会議で、化学および材料発見を加速する新しい

AIソフトウェア「NVIDIA ALCHEMI」を発表しました。このソフトウェアは、バッテリ
ー材料、触媒、OLEDディスプレイなどの分野に特化したマイクロサービスとツールキ
ットで構成されており、研究者が一度に数百万の分子と材料をシミュレートすること

を可能にします。これにより、科学的発見のペースが劇的に加速し、新材料開発にお
ける時間とコストを大幅に削減できると期待されます。

公開日 2026年06月22日  NVIDIA Newsroom  アメリカ



詳細

主要成果

NVIDIAは、ドイツのハンブルクで開催されたISC会議において、化学および材料発見の
プロセスを劇的に加速する新しいAIソフトウェアプラットフォーム「NVIDIA
ALCHEMI」を発表しました。このプラットフォームは、研究者が一度に数百万の分子や
材料をシミュレートすることを可能にし、バッテリー材料、触媒、OLEDディスプレイ
などの分野における科学的発見のペースを前例のないレベルで加速させます。

技術・臨床詳細

NVIDIA ALCHEMIは、化学および材料科学分野に特化したドメイン固有のマイクロサー
ビスとツールキットの集合体です。このソフトウェアは、GPUによる並列処理能力を最
大限に活用し、複雑な分子動力学シミュレーション、量子化学計算、材料特性予測を高
速化します。従来の計算手法では数週間から数ヶ月を要していたシミュレーションが、
ALCHEMIを用いることで数時間から数日で完了できるようになります。

具体的には、ALCHEMIは以下のような機能を統合しています。

分子動力学シミュレーションの加速：大規模な分子システムにおける原子の挙動を高
速かつ高精度に予測。

機械学習モデルの統合：既存の実験データやシミュレーション結果から学習し、新し
い材料の特性を予測する。

仮想スクリーニング機能：数百万もの候補材料の中から、特定の機能を持つ可能性の
ある材料を効率的に選別する。

最適化アルゴリズム：材料の組成や構造を自動的に調整し、目標とする性能を最大化
する。

これらの機能により、研究者は物理的な実験を行う前に、より多くの材料候補を仮想空
間で探索し、有望なものに絞り込むことができます。これにより、開発コストと時間の
両方を大幅に削減し、より迅速にイノベーションを実現できる可能性が生まれます。



背景・業界文脈

新材料の発見と開発は、エネルギー、環境、医療、エレクトロニクスといった主要産業
の進歩に不可欠ですが、そのプロセスは非常に時間とコストがかかります。特に、気候
変動問題への対応や、持続可能な社会の実現に向けて、より効率的なバッテリー材料や
環境触媒の開発が喫緊の課題となっています。NVIDIAは、AIと高性能コンピューティン
グのリーダーとして、科学的発見の「ボトルネック」を解消することを目指しており、
ALCHEMIはその戦略の中核をなすものです。AI駆動型シミュレーションは、材料科学者
がより複雑なシステムを理解し、設計するための強力なツールを提供し、従来のパラダ
イムを根本から変えようとしています。

今後の展望

NVIDIA ALCHEMIの導入は、材料科学研究に革命をもたらし、新製品開発サイクルを短
縮するでしょう。このプラットフォームは、バッテリー寿命の延長、触媒効率の向上、
OLEDディスプレイの性能向上など、多岐にわたる産業分野でのブレークスルーを可能
にします。NVIDIAは、このソフトウェアを研究機関や産業界に広く提供することで、グ
ローバルな科学コミュニティ全体のイノベーション能力を向上させることを目指してい
ます。将来的には、ALCHEMIが新たな発見を加速し、持続可能でより豊かな社会の実現
に貢献する基盤技術となることが期待されます。

元記事: https://blogs.nvidia.com/blog/ai-for-science-software-cuda/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://blogs.nvidia.com/blog/ai-for-science-software-cuda/


#22 PetVivo HoldingsがPiezoBioMembraneを買収し、
機能性生体材料プラットフォームを強化

概要

PetVivo Holdings, Inc.は、先進機能性生体材料および圧電技術を開発する
PiezoBioMembrane, Inc.（PBM）を買収する合併契約を締結したと発表しました。この
戦略的買収により、PetVivoはPBMの独自の技術プラットフォーム、知的財産、特許、

生体材料、処方、規制資産へのアクセスを獲得します。これにより、機能性生体材
料、医療機器、その他の治療応用における開発機会を大幅に拡大し、生体材料市場で
のリーダーシップを強化する狙いがあります。

公開日 2026年06月24日  GlobeNewswire  アメリカ



詳細

主要成果

PetVivo Holdings, Inc. は 、 先 進 機 能 性 生 体 材 料 と 圧 電 技 術 を 開 発 す る
PiezoBioMembrane, Inc.（PBM）を買収するための合併契約を締結したと発表しまし
た。この買収は、PetVivoの生体材料プラットフォームを大幅に強化し、機能性生体材
料および医療機器市場における同社の地位を確立することを目的としています。

技術・臨床詳細

PiezoBioMembrane (PBM) の技術プラットフォームは、独自のノウハウ、知的財産権、
特許、生体材料、処方、および規制資産を含んでいます。PBMは特に、圧電特性を持つ
生体膜の開発に強みを持っています。圧電材料は、機械的な応力（圧力や変形）を電気
信号に、または電気信号を機械的な動きに変換できる特性を持っており、生体内で利用
することで、組織再生の促進、薬剤送達、センサーとしての機能など、多岐にわたる医
療応用が期待されます。

PetVivoは、PBMの技術を自社の既存製品ラインナップ、特にその登録商標である
Spryng™など関節疾患治療薬への応用を検討しています。PBMの先進的な機能性生体材
料を組み合わせることで、Spryng™の有効性や治療範囲が拡大される可能性がありま
す。例えば、圧電特性を持つ生体材料を関節内に導入することで、微細な動きが電気信
号を発生させ、それが局所的な細胞の活性化や再生を促進するかもしれません。これ
は、単なる物理的なサポートを超えた、能動的な治療介入を可能にするブレークスルー
となり得ます。この統合により、PetVivoは動物用だけでなく、将来的には人向けの医
療機器や治療法への展開も視野に入れています。

背景・業界文脈

生体材料市場は、医療技術の進歩と高齢化社会の進展に伴い、急速な成長を続けていま
す。特に、組織再生、ドラッグデリバリー、診断といった分野では、より高性能で生体
適合性の高い材料への需要が高まっています。圧電特性を持つ生体材料は、これまでの
受動的な材料とは異なり、生体内の微細な物理的刺激に応答したり、能動的に生体機能
に働きかけたりする可能性を秘めているため、次世代の医療機器や治療法の開発におい
て極めて重要な位置を占めつつあります。今回の買収は、PetVivoがこの革新的な分野
での競争力を強化し、より広範な医療ニーズに応えるための戦略的な一歩と言えます。



今後の展望

PBMの買収により、PetVivo Holdingsは、機能性生体材料と圧電技術を活用した新たな
製品開発の機会を大幅に拡大します。初期段階では、動物の関節疾患治療薬の性能向上
に注力し、その後、より複雑な医療課題へのソリューション提供を目指すでしょう。こ
の統合されたプラットフォームは、研究開発の加速、新規特許の獲得、そして最終的に
は市場へのより迅速な製品投入を可能にします。長期的には、この買収がPetVivoを、
革新的な機能性生体材料と圧電技術を通じて、動物と人両方のQOL向上に貢献するリー
ディングカンパニーへと押し上げることが期待されます。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQGp1e4_tanifA5G_mcunFzYUs2xsMODGcJupYdlg8Tprzu-

NKu9iMbaCcebUzr2bnY4eB33SbHxBPck-5ZlwjXultnRfCFE_1upK_ZyAJwwhA5t431Rjux8pGk2k-

SUNN0w52hLOFPXP1i-lTWJynYmwwd0AABR5D-

A4czO6XWydOUCy5Ed3MfFbGRUjDV_g4B55MbxTAdS0rFTpaa1dDyzTabafN2AHKQ6un7Vaor08JpE9BDJPDZNo

SprVuuEIwXSR8

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#23 SandboxAQが米国商務省CHIPS法から5億ドル獲得、
AI駆動型材料発見でPFASフリー半導体・新バッテリー化
学を加速

概要

SandboxAQは、米国商務省のCHIPS研究開発オフィスから5億ドルの助成金契約を締結

しました。この巨額の資金は、半導体製造に不可欠なPFASフリープロセス化学品、触
媒、希土類フリー磁石、新しいバッテリー化学などの重要材料のボトルネックとサプ
ライチェーンリスクに対処するため、AI駆動型材料発見プラットフォームの開発と展

開を加速するために使用されます。SandboxAQは、物理ベースのAIを活用して数百万
の候補材料を仮想的にスクリーニングし、国内での製造と商業化に向けた強力な成果
を生み出すことを目指します。

公開日 2026年06月23日  SandboxAQ Press Room  アメリカ



詳細

主要成果

SandboxAQは、米国商務省のCHIPS研究開発オフィスから5億ドルという巨額の助成金
契約を獲得しました。この資金は、AI駆動型材料発見プラットフォームの開発と展開を
加速し、半導体製造に不可欠なPFASフリープロセス化学品、触媒、希土類フリー磁石、
新しいバッテリー化学など、重要材料におけるサプライチェーンのボトルネックとリス
クに対処することを目的としています。これは、米国の半導体産業の自立性と競争力を
強化する上で極めて重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

SandboxAQは、量子物理学にインスパイアされたAI技術を基盤とした独自のプラットフ
ォームを活用し、材料科学の課題を解決します。このプラットフォームは、物理ベース
のAIと高性能コンピューティングを組み合わせることで、数百万もの候補材料を仮想空
間で高速にスクリーニングし、その特性を予測することを可能にします。従来の実験ベ
ースのアプローチに比べて、材料開発にかかる時間とコストを劇的に削減できるため、
イノベーションのサイクルが加速します。

具体的な目標は以下の通りです。

PFASフリープロセス化学品：半導体製造において広範に使用されるPFAS（パーフル
オロアルキル・ポリフルオロアルキル化合物）は、環境や健康への懸念から規制が強
化されています。SandboxAQは、安全で高性能な代替化学品の迅速な発見を目指し
ます。

触媒：製造プロセス効率化や、より環境に優しい化学反応を可能にする新しい触媒の
開発を加速します。

希土類フリー磁石：特定の希土類元素は供給リスクが高いことから、これに依存しな
い高性能磁石材料の探索を行います。

新しいバッテリー化学：次世代バッテリーのエネルギー密度、安全性、サイクル寿命
を向上させる新たな電解質や電極材料を発見します。

これらの材料は、AI駆動型シミュレーションによって設計・最適化され、その後、国内
の製造パートナーシップを通じて商業化される予定です。このアプローチは、米国の材
料科学と製造業における技術的優位性を確立することを目指します。



背景・業界文脈

米国のCHIPSおよび科学法（CHIPS Act）は、国内の半導体産業を強化し、サプライチェ
ーンの回復力を高めることを目的としています。特に、半導体製造プロセスに不可欠な
特殊材料の供給は、地政学的リスクや環境規制の変化によって脆弱性が指摘されていま
した。PFASのような「永遠の化学物質」の使用削減は、環境保護の観点からも喫緊の課
題です。SandboxAQが獲得した5億ドルの助成金は、これらの戦略的材料の国内開発と
生産を強力に推進し、米国の経済安全保障と技術的リーダーシップを確保するための重
要な投資です。AI駆動型材料発見は、この課題を解決するための最も有望なアプローチ
の一つとして位置づけられています。

今後の展望

この5億ドルの助成金は、SandboxAQのAI駆動型材料発見プラットフォームを大幅にス
ケールアップさせることを可能にします。今後数年間で、同社は数百万の材料候補を仮
想的にスクリーニングし、有望な新材料を特定し、国内パートナーシップを通じて商業
生産に移行する予定です。この成果は、半導体産業だけでなく、クリーンエネルギー、
防衛、輸送など、幅広い分野に波及効果をもたらすでしょう。PFASフリー技術や希土類
フリー磁石の実現は、環境保護と資源安全保障の両面で大きな影響を与え、持続可能な
未来に向けた技術革新を加速させることが期待されます。SandboxAQの取り組みは、米
国の材料イノベーションにおける新たな時代を切り開くものとして注目されます。

元記事: https://www.sandboxaq.com/press/sandboxaq-us-department-of-commerce-500-million-chips-

award
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#24 Air Energyがイリノイ工科大学と連携、エネルギー密
度1,000 Wh/kgの固体リチウム空気電池を開発し大型電動
航空機を実現へ

概要

米国のスタートアップ企業Air Energyは、ドローンの性能を3～4倍に向上させ、より大

型の電動地域航空機を可能にするバッテリー化学のスケールアップを開始するための
資金を確保しました。同社はイリノイ工科大学と提携し、米国エネルギー省の研究プ
ロジェクトのもとで固体リチウム空気電池を開発しています。1 kWhのプロトタイプ

バッテリーモジュールは、従来のリチウムイオンバッテリーの3～4倍にあたる1,000

Wh/kgという驚異的なエネルギー密度を目標としており、航空産業の電動化に革命を
もたらす可能性を秘めています。

公開日 2026年06月22日  Aviation Week Network  アメリカ



詳細

主要成果

米国のスタートアップ企業Air Energyは、ドローンの性能を3～4倍に向上させ、さらに
大型の電動地域航空機の実現を可能にする、革新的な固体リチウム空気電池のスケール
アップを開始するための資金を確保しました。同社はイリノイ工科大学と提携し、米国
エネルギー省の研究プロジェクトのもとで、エネルギー密度1,000 Wh/kgを目指す1

kWhプロトタイプバッテリーモジュールを開発しています。これは、従来のリチウムイ
オンバッテリーと比較して3～4倍のエネルギー密度に相当します。

技術・臨床詳細

リチウム空気電池は、理論上、リチウムイオン電池をはるかに超えるエネルギー密度を
持つ次世代バッテリー技術として注目されています。Air Energyが開発を進める固体リ
チウム空気電池は、液体の電解質を固体に置き換えることで、安全性とエネルギー密度
の両面で大きな改善を目指しています。特に、1,000 Wh/kgという目標エネルギー密度
は、既存のリチウムイオンバッテリーの約250〜300 Wh/kgと比較して桁違いに高く、
これは電動航空機の航続距離やペイロードに関する根本的な制約を解消する可能性を秘
めています。

この技術の核心は、空気中の酸素をカソード（正極）反応物質として利用する点にあり
ます。これにより、カソード材料の重量と体積を大幅に削減でき、結果としてバッテリ
ー全体のエネルギー密度が向上します。しかし、リチウム空気電池には、サイクル寿
命、レート性能、そして空気中の湿気やCO2による反応阻害といった技術的課題が存在
します。Air Energyは、イリノイ工科大学との共同研究を通じて、これらの課題を克服
するための新しい固体電解質とカソード設計に焦点を当てています。具体的には、安定
した固体電解質インターフェースの確立、高効率な酸素還元反応の実現、そして堅牢な
バッテリーセル構造の開発が鍵となります。



背景・業界文脈

航空産業における電動化は、排出ガス削減と運行コスト低減の観点から喫緊の課題です
が、バッテリーのエネルギー密度が最大の障壁となっていました。現状のリチウムイオ
ンバッテリーでは、短距離の小型電動航空機やドローンには適用可能であるものの、大
型の地域航空機や長距離フライトへの応用は困難です。このため、航空業界は「ゲーム
チェンジャー」となる次世代バッテリー技術を強く求めています。米国エネルギー省の
支援は、このような国家戦略的ニーズに応えるものであり、Air Energyの取り組みは、
米国の航空宇宙産業における電動化技術のリーダーシップを確保する上で重要な役割を
果たすでしょう。

今後の展望

Air Energyが目標とする1,000 Wh/kgの固体リチウム空気電池が実現すれば、航空産業の
電動化は一気に加速するでしょう。短期的には、高性能ドローンの長時間飛行や、より
大型の貨物ドローンの実用化が可能になります。長期的には、乗客を運ぶ電動地域航空
機の実用化も視野に入り、航空旅行のあり方を根本的に変える可能性があります。さら
に、このバッテリー技術は、自動車産業、電力貯蔵システムなど、他の分野にも大きな
影響を与えることが予想されます。課題は多いものの、この研究プロジェクトの成功
は、未来のエネルギーと輸送の風景を大きく塗り替えることでしょう。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQGplUaxCe6nQwGZGgaZ154E9CGR18FAjigGHt1Inf9gmWouxia6TH7YZ5nhKztPkQuVlJRCu6ccC7
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#25 中国CISCEで吉林化繊が世界最高強度T1200級炭素繊
維を展示、Sinochemは人型ロボット向け材料を発表

概要

中国国際サプライチェーン博覧会（CISCE）の先進製造チェーンセクションにおいて、
吉林化繊は世界最高強度とされるT1200級超高強度炭素繊維を展示し、材料科学におけ
る中国のブレークスルーを示しました。同時に、Sinochemは人型ロボット向けに、生

体模倣型柔軟皮膚やロボットハンド用の腱ケーブルを含む統合材料ポートフォリオを
発表しました。これらの展示は、低空経済や航空バリューチェーンだけでなく、次世
代ロボティクスや高機能材料分野における中国の技術革新が加速していることを明確

に示しています。

公開日 2026年06月26日  PR Newswire  中国



詳細

主要成果

中国国際サプライチェーン博覧会（CISCE）の先進製造チェーンセクションにおいて、
吉林化繊は世界最高強度となるT1200級超高強度炭素繊維を展示し、中国の材料科学に
おける画期的な進歩を実証しました。また、Sinochem（中国中化集団）は、人型ロボ
ット向けに生体模倣型柔軟皮膚やロボットハンド用の腱ケーブルを含む、革新的な統合
材料ポートフォリオを発表しました。これらの成果は、中国が低空経済、航空バリュー
チェーン、そして次世代ロボティクス分野における新材料イノベーションを加速してい
ることを明確に示しています。

技術・臨床詳細

吉林化繊のT1200級超高強度炭素繊維: T1200級炭素繊維は、その引張強度と弾性率にお
いて世界最高水準に位置し、航空宇宙、防衛、高速鉄道、風力発電ブレードなど、極め
て高い強度と軽量性が要求される分野での応用が期待されます。この炭素繊維は、特に
航空機構造材や宇宙船部品において、従来の金属材料に比べて大幅な軽量化と性能向上
を実現し、燃費効率の改善やペイロード（積載量）の増加に貢献します。吉林化繊のこ
の技術は、中国が複合材料分野で国際的な競争力を高めていることを象徴するもので
す。

Sinochemの人型ロボット向け材料ポートフォリオ: Sinochemが発表した材料は、次世
代人型ロボットの高性能化と人間とのインタラクション能力向上を目的としています。
主要な要素は以下の通りです。

生体模倣型柔軟皮膚（Biomimetic Flexible Skin）: ロボットが周囲の環境や人間と
安全に接触できることを可能にし、触覚フィードバックを提供することで、より自然
で安全な操作を実現します。この皮膚は、圧力、温度、テクスチャーを感知できるセ
ンサーと統合される可能性があり、高い伸縮性と耐久性を持ちます。

ロボットハンド用腱ケーブル（Tendon Cables for Robotic Hands）: 人間の腱の機
能に倣い、軽量でありながら高い強度と柔軟性を持つケーブルは、ロボットハンドの
繊細な動きと把持力を高めます。これにより、ロボットはより複雑な作業や精密な操
作を実行できるようになります。

これらの材料は、ロボットの運動性能、耐久性、安全性、そして人間との協調性を飛躍
的に向上させる可能性を秘めています。



背景・業界文脈

中国は、「中国製造2025」などの国家戦略を通じて、先端製造業と新材料開発を国家の
優先事項として推進しています。特に、航空宇宙、ロボット工学、新エネルギーといっ
た戦略的産業における自給自足と技術的優位性の確立を目指しています。今回のCISCE

での展示は、これらの目標達成に向けた具体的な成果を示すものです。炭素繊維は、そ
の軽量性と高強度から「産業の米」と称され、国家安全保障と経済発展の両面で戦略的
価値が高いと認識されています。人型ロボット向け材料の開発は、少子高齢化社会にお
ける労働力不足の解決や、よりスマートな社会インフラの構築に不可欠な技術と位置づ
けられています。

今後の展望

吉林化繊のT1200級炭素繊維は、今後、国内外の航空宇宙メーカーや高性能産業機器メ
ーカーとの連携を深め、商業化を加速させるでしょう。これにより、グローバルな複合
材料市場における中国のプレゼンスがさらに高まります。一方、Sinochemの人型ロボ
ット向け材料ポートフォリオは、急速に進化するロボット市場、特にサービスロボット
や産業用ヒューマノイドロボットの分野で革新的な製品を生み出す基盤となります。こ
れらの新材料は、中国の産業構造を高度化し、国際的な技術競争において中国がリーダ
ーシップを確立するための重要なドライバーとなることが期待されます。低空経済など
の新たな産業分野においても、これらの先端材料が重要な役割を果たすでしょう。

元記事: https://www.prnewswire.com/in/news-releases/advanced-manufacturing-chain-section-at-cisce-

highlights-low-altitude-economy-aviation-value-chain-and-new-materials-innovations-302811398.html

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prnewswire.com/in/news-releases/advanced-manufacturing-chain-section-at-cisce-highlights-low-altitude-economy-aviation-value-chain-and-new-materials-innovations-302811398.html
https://www.prnewswire.com/in/news-releases/advanced-manufacturing-chain-section-at-cisce-highlights-low-altitude-economy-aviation-value-chain-and-new-materials-innovations-302811398.html


#26 形状記憶合金、航空宇宙・生体医療分野で次世代工学
ソリューションの基盤技術へ進化

概要

形状記憶合金（SMA）は、その適応性、軽量性、インテリジェントな材料特性によ
り、航空宇宙および生体医療工学に革命をもたらしています。2026年現在、航空宇宙
分野では構造の柔軟性、振動制御、軽量アクチュエーションに、生体医療分野では精

密性、生体適合性、低侵襲機能に不可欠な材料として活用されています。継続的な研
究開発により、SMAは実験段階から次世代エンジニアリングソリューションの基盤技
術へと移行しつつあり、広範な産業での応用が期待されます。

公開日 2026年06月24日  IJOER Engineering Journal Blog  不明



詳細

主要成果

形状記憶合金（SMA）は、その特異な適応性、軽量性、およびインテリジェントな材料
特性により、航空宇宙および生体医療工学分野において次世代のエンジニアリングソリ
ューションの基盤技術として急速に進化しています。2026年現在、SMAは、これらの分
野で従来の材料では不可能だった革新的な機能を可能にする重要な役割を担っていま
す。

技術・臨床詳細

形状記憶合金は、加熱または冷却によって元の形状に戻るというユニークな特性（形状
記憶効果）と、応力によって変形しても元の形状に戻る超弾性特性を持っています。こ
れらの特性は、主にニッケル・チタン合金（NiTi、一般にニチノールとして知られる）
などの合金によって発揮されます。現在、SMAは以下の具体的な応用例で活用されてい
ます。

航空宇宙分野:

構造の柔軟性: 形態可変翼（Morphing Wings）や適応型構造体に応用され、飛行
条件に応じて翼の形状を最適化し、空気抵抗の低減や燃費向上に貢献します。

振動制御: 航空機構造における不要な振動を吸収・減衰させることで、疲労寿命を
延ばし、乗員の快適性を向上させます。

軽量アクチュエーション: 従来の油圧・電気モーターに代わる軽量かつ高出力のア
クチュエーターとして、着陸装置の展開や操縦舵面の制御に用いられ、システム
の複雑性を低減します。

生体医療分野:

精密性・生体適合性: 自己拡張型ステント、血管内カテーテル、歯科矯正用ワイヤ
ー、骨接合プレートなど、体温に応じて作動する医療機器に広く使用されていま
す。ニチノールは優れた生体適合性を持ち、体内での拒絶反応のリスクが低いと
されています。

低侵襲機能: 小さな切開で体内に挿入し、体温で元の形状に戻ることで、より侵襲
の少ない手術を可能にし、患者の回復を早めます。



これらの応用は、SMAが材料設計の新たな可能性を開き、各分野に革命的な影響を与え
ていることを示しています。研究の進展により、耐疲労性、応答速度、温度制御範囲の
さらなる改善が図られています。

背景・業界文脈

航空宇宙産業では、燃費効率の向上、安全性、耐久性が常に最重要課題です。SMAは、
軽量化と同時に高い機能性を提供することで、これらの課題に対応する理想的な材料と
見なされています。一方、生体医療分野では、低侵襲治療の需要の高まりと、より患者
に優しい医療機器の開発が求められています。SMAは、その生体適合性と、生体内の微
細な環境変化（温度など）に反応する能力により、これらのニーズに応える強力なソリ
ューションを提供しています。この両分野におけるSMAの進化は、単なる材料の進歩に
とどまらず、それぞれの産業の設計思想や治療パラダイムを根本的に変革する可能性を
秘めています。

今後の展望

形状記憶合金は、今後も研究開発が加速し、より高性能で多様な合金組成が開発される
でしょう。特に、温度応答範囲の拡大、疲労寿命の向上、より複雑な形状記憶機能を持
つ材料の実現が期待されます。航空宇宙分野では、スマートスキンや自律修復構造への
応用が、生体医療分野では、薬物送達システムや神経インターフェースへの応用が視野
に入っています。SMAは、実験段階の材料から、これらの分野における次世代エンジニ
アリングソリューションの不可欠な基盤技術へと完全に移行しつつあり、今後数十年で
さらに広範な産業での応用が見込まれます。その進歩は、我々の生活の質を向上させ、
技術的な限界を押し広げる上で重要な役割を果たすでしょう。

元記事: https://ijoer.com/blog/shape-memory-alloys-2026-sma-systems-in-aerospace-biomedical-

applications

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ijoer.com/blog/shape-memory-alloys-2026-sma-systems-in-aerospace-biomedical-applications
https://ijoer.com/blog/shape-memory-alloys-2026-sma-systems-in-aerospace-biomedical-applications


#27 新コンソーシアム「MatH2」が発足、先進材料で水
素貯蔵・輸送・インフラの課題を解決

概要

水素導入における材料技術的障壁を打破するため、新しいコンソーシアム「MatH2」
が設立されました。MatH2は、水素の貯蔵、輸送、インフラの課題に対応するため、
水素および水素経済に不可欠なその他の化学物質に耐える、手頃で信頼性の高い材料

と部品のポートフォリオを開発することを目指します。この業界主導型のエコシステ
ムは、材料の信頼性課題を克服し、世界的な水素エネルギーへの移行を加速させる上
で重要な役割を果たすと期待されます。

公開日 2026年06月25日  Wärtsilä Corporation Press release  フィンランド



詳細

主要成果

水素エネルギーの導入における主要な材料技術的障壁を打破するため、新しいコンソー
シアム「MatH2」が設立されました。このコンソーシアムは、水素の貯蔵、輸送、およ
びインフラストラクチャに関連する課題に対処するため、水素および水素経済に不可欠
なその他の化学物質に耐えうる、手頃で信頼性の高い材料と部品の新しいポートフォリ
オを開発することを目指しています。これは、世界的な水素移行を促進するための重要
なイニシアチブです。

技術・臨床詳細

MatH2コンソーシアムは、材料科学、工学、そして水素技術の専門知識を持つ複数の業
界パートナー、研究機関、および学術機関を結集します。主な技術的焦点は以下の通り
です。

水素脆化耐性材料の開発: 水素は多くの金属材料を脆化させる特性があり、これが貯
蔵タンク、パイプライン、バルブなどの信頼性に関する主要な懸念事項となっていま
す。コンソーシアムは、高圧水素環境下でも優れた機械的特性を維持できる新しい合
金や複合材料の研究開発を行います。

コスト効率の高い製造プロセス: 新しい材料だけでなく、それらの材料を用いた部品
を低コストで大量生産するための製造技術も開発の対象となります。これには、アデ
ィティブマニュファクチャリング（3Dプリンティング）や先進的な溶接技術などが
含まれる可能性があります。

センシング・モニタリング技術: 水素インフラの安全性と効率性を確保するため、材
料の劣化や水素漏れをリアルタイムで検知できる高感度センサーやモニタリングシス
テムの開発も視野に入れています。

燃料電池システムへの応用: 水素燃料電池の効率と寿命を向上させるための、新しい
電極材料やセパレーター材料も研究対象となり得ます。

これらの技術的進歩は、現在の水素インフラのボトルネックを解消し、より安全で経済
的な水素サプライチェーンの構築に不可欠です。



背景・業界文脈

脱炭素社会への移行は、水素を主要なエネルギーキャリアの一つとして位置づけていま
す。水素は、発電、運輸、産業プロセスなど幅広い分野で利用できるクリーンエネルギ
ー源ですが、その普及には、貯蔵、輸送、利用における技術的・経済的課題が残されて
います。特に、材料の信頼性とコストは、水素インフラ構築における大きなハードルで
す。既存の材料は高圧水素環境下での長期的な耐久性に限界があるため、新たな材料ソ
リューションが不可欠です。MatH2コンソーシアムの設立は、このような業界全体のニ
ーズに応え、国際的な水素経済の構築に向けた共同アプローチを加速させるものです。

今後の展望

MatH2コンソーシアムは、業界主導のエコシステムを通じて、水素に耐える信頼性の高
い材料と部品のポートフォリオを開発することで、世界的な水素移行を促進する上で決
定的な役割を果たすでしょう。最初の数年間で、複数のプロトタイプ材料と部品の試
験・評価を行い、産業界への導入を目指します。長期的には、このコンソーシアムが、
国際的な水素技術の標準化とサプライチェーンの強化に貢献し、水素経済の本格的な拡
大を後押しすることが期待されます。この取り組みは、気候変動対策とエネルギー安全
保障の両面で、フィンランドおよびグローバル社会にとって大きな意義を持つものとな
るでしょう。

元記事: https://www.wartsila.com/media/news/25-06-2026-new-consortium-drives-hydrogen-adoption-

through-advanced-material-innovation-3766389

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#28 産業廃熱回収向け水冷熱電デバイス、冷却水流量3
m/sで最大正味出力電力を達成

概要

産業廃熱回収における重要なブレークスルーとして、能動的な水冷熱電デバイスの研
究で、冷却水入口温度と流量が熱応答および電気出力に与える影響が体系的に分析さ
れました。この研究により、最適な冷却水流量が約3 m/sであることが特定され、この

条件で熱電デバイスの正味出力電力が最大化されることが実証されました。この最適
化は、産業におけるエネルギー利用効率を大幅に向上させ、環境負荷を低減するため
の実用的な指針を提供します。

公開日 2026年06月21日  MDPI (Energies)  スイス



詳細

主要成果

産業廃熱回収に利用される能動的な水冷熱電デバイスにおいて、冷却水入口温度と流量
が熱応答、電気出力、熱伝達挙動、正味出力電力に与える影響を体系的に分析した結
果、冷却水流量を約3 m/sに最適化することで、デバイスの正味出力電力が最大化され
ることが実証されました。この発見は、廃熱回収システムの効率を劇的に向上させる実
用的な指針を提供します。

技術・臨床詳細

この研究は、廃熱回収における熱電発電の効率を最大化するための重要なパラメータに
焦点を当てています。熱電デバイスは、ホットサイドとコールドサイドの温度差を利用
して直接電力を生成します。産業廃熱回収のシナリオでは、通常、廃熱源がホットサイ
ドとなり、冷却システムがコールドサイドの温度を維持します。この研究では、コール
ドサイドに水冷システムを採用し、冷却水の入口温度と流量がデバイスの全体的な性能
にどのように影響するかを詳細に調査しました。

実験とシミュレーションの結果、冷却水入口温度が低いほど、また流量が適切に最適化
されるほど、ホットサイドとコールドサイドの温度差が大きくなり、結果として熱電デ
バイスの電気出力が増加することが示されました。特に、冷却水流量が約3 m/sのとき
に、熱伝達とポンプ動力消費のバランスが最適化され、正味出力電力（総電気出力から
ポンプ駆動に必要な電力を差し引いたもの）が最大値に達することが確認されました。
これ以上の流量では、ポンプ動力が急増し、正味出力電力が低下します。この最適な流
量の特定は、熱電モジュールの設計と運用において非常に重要な知見となります。使用
された熱電モジュールは、ビスマス・テルライドをベースとした一般的な商用製品であ
り、今回の研究成果は幅広い熱電デバイスに応用可能です。



背景・業界文脈

産業活動から発生する廃熱は、世界中で膨大なエネルギー源として未利用のまま排出さ
れています。これを有効活用することは、エネルギー効率の向上、二酸化炭素排出量の
削減、および企業の運用コスト削減に直結します。熱電発電は、可動部品がなく、堅牢
で、メンテナンスフリーという利点から、特に産業廃熱回収において有望な技術とされ
ています。しかし、その普及を阻む要因の一つが、限られた変換効率と最適な運転条件
の複雑さでした。今回の研究は、運転パラメータの精密な最適化を通じて、熱電発電の
実用化に向けた重要なハードルを解消するものであり、持続可能な産業プロセスへの移
行を加速させるものです。

今後の展望

今回の研究で得られた最適な冷却水流量の知見は、産業廃熱回収システムを設計・運用
するエンジニアにとって、具体的な指針となります。今後、この最適化された条件を実
証プラントや既存の産業設備に適用することで、廃熱回収による発電量を最大化し、エ
ネルギーコストを削減することが可能になるでしょう。さらに、この研究成果は、異な
る種類の熱電材料やモジュール設計における冷却システムの最適化にも応用でき、熱電
発電技術全体の効率向上に貢献します。長期的には、より広範な産業分野で熱電デバイ
スが導入され、世界のエネルギーミックスにおけるクリーンエネルギー源としての地位
を確立することが期待されます。これは、地球規模でのエネルギー問題解決に向けた重
要な一歩となるでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/1996-1073/19/12/2933

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/1996-1073/19/12/2933


#29 EnergyXが5億ドルのバッテリー工場計画を推進、資
金調達の課題とWildcat Discovery Technologiesとの提携

概要

EnergyXは、5億ドル規模のバッテリー工場建設計画を進めていますが、その資金調達
状況が報じられています。同社は、商業化、設備投資、土地取得、運営費用に新たな
資金を充当し、2026年末まで事業を継続する計画です。バッテリー研究で評価の高い

Wildcat Discovery Technologiesとの提携は、技術的信頼性を高める一方で、小口投資
家からの資金調達に依存している現状は、今後の事業展開における課題となる可能性
があります。

公開日 2026年06月23日  Texarkana Today  アメリカ



詳細

主要成果

EnergyXは、テキサス州に5億ドル規模のバッテリー工場を建設する計画を進めています
が、資金調達の状況がメディアによって報じられました。同社は、新たな資金を商業
化、設備、土地、運営費用に充当し、2026年末まで事業を継続する意向です。この計画
は、バッテリー技術のイノベーションと国内製造能力の強化を目指す米国政府の取り組
みと軌を一にするものです。

技術・臨床詳細

EnergyXは、主にリチウム抽出技術と次世代バッテリー材料の開発に注力しています。
同社の「LiTAS™」技術は、従来のリチウム抽出プロセスに比べて、リチウム回収率と純
度を向上させ、環境負荷を低減する可能性を秘めているとされています。今回の工場建
設は、このLiTAS™技術を用いたリチウム生産と、それに続くバッテリーセルの製造を統
合することで、垂直統合型のサプライチェーンを構築し、バッテリーコストの削減と供
給安定化を図る狙いがあります。

また、EnergyXはバッテリー研究で高い評価を得ているWildcat Discovery Technologies

と提携しています。Wildcat Discovery Technologiesは、独自のハイスループット実験プ
ラットフォームとデータサイエンスを組み合わせることで、新しいバッテリー材料の組
成や特性を迅速に探索・最適化する能力を持っています。この提携は、EnergyXが次世
代バッテリー材料の開発において技術的な優位性を確保し、高性能かつ長寿命のバッテ
リーを実現するための重要な要素となります。具体的には、固体電解質や高エネルギー
密度カソード材料の開発が進められることが予想されます。



背景・業界文脈

世界的な電気自動車（EV）市場の拡大と再生可能エネルギー貯蔵システムの需要増大に
伴い、バッテリーの原材料確保と国内製造能力の強化が各国にとって喫緊の課題となっ
ています。特に米国では、中国への依存度を低減し、国内のサプライチェーンを確立す
るため、政府がCHIPS法などの強力な政策支援を行っています。EnergyXの5億ドル工場
計画は、こうした政策的背景と合致するものであり、米国のエネルギー安全保障と産業
競争力強化に貢献することが期待されます。しかし、一方で、初期段階のテクノロジー
企業が大規模な資金調達を行う際の課題や、その透明性に対する市場の監視も高まって
います。今回の報道は、有望なクリーンエネルギー技術の商業化プロセスにおける、資
金調達の現実的な側面を浮き彫りにしています。

今後の展望

EnergyXの5億ドルバッテリー工場計画は、米国におけるリチウムサプライチェーンとバ
ッテリー製造能力を強化する上で大きな可能性を秘めています。Wildcat Discovery

Technologiesとの提携は、技術的な成功に向けた強力な後押しとなるでしょう。しか
し、計画の実現には、安定した資金調達と効率的な工場建設・運営が不可欠です。2026

年末までの事業継続資金の確保は、当面の計画を支えるものですが、長期的な成長には
さらなる資金調達が必要となるでしょう。この工場が計画通りに稼働すれば、LiTAS™技
術を用いたリチウムの効率的な生産と、高性能な次世代バッテリーの国内製造が実現
し、米国のクリーンエネルギー産業の競争力を大きく向上させることが期待されます。
今後の資金調達の進捗と技術開発の成果が注目されます。

元記事: https://txktoday.com/news/energyx-battery-plant-texamericas-sec-filings/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#30 ホンダとQuantumScapeが全固体電池の商業化で提
携、EV向け次世代バッテリー開発を加速

概要

ホンダと全固体電池開発のQuantumScape（QS）は、電気自動車（EV）などへの全固
体電池商業化を目指す新たな複数年共同研究契約を発表しました。この提携は、ホン
ダがQuantumScapeの全固体技術プラットフォームを綿密に評価した結果、自動車を

含む幅広いアプリケーションに価値を付加する可能性を認め、実現しました。この戦
略的パートナーシップは、次世代バッテリー技術の開発を加速し、EV市場の競争環境
を大きく変える可能性を秘めています。

公開日 2026年06月18日  Electrek  日本



詳細

主要成果

ホンダと、シリコンアノード全固体電池技術で先行するQuantumScape（QS）は、電気
自動車（EV）などへの全固体電池の商業化を目指す新たな複数年共同研究契約を締結し
ました。この提携は、ホンダがQuantumScapeの革新的な全固体技術プラットフォーム
を綿密に評価した結果、自動車を含む幅広いアプリケーションに大きな価値を付加する
可能性を認め、実現したものです。この戦略的パートナーシップは、次世代バッテリー
技術の開発を劇的に加速し、EV市場の競争環境を根本から変える可能性を秘めていま
す。

技術・臨床詳細

QuantumScapeの全固体電池技術は、従来の液系リチウムイオン電池が抱える課題、特
に安全性（熱暴走リスク）とエネルギー密度の限界を克服することを目的としていま
す。同社の技術は、液体電解質を固体セラミックセパレーターに置き換え、純粋なリチ
ウム金属アノードを使用することで、現在のリチウムイオン電池の約2倍のエネルギー
密度を実現し、超急速充電、そしてはるかに長いサイクル寿命を可能にするとされてい
ます。

ホンダとの共同研究では、QuantumScapeの固体電解質と高エネルギー密度アノード材
料を、自動車の厳しい要求条件（広範な温度範囲、振動、衝撃など）に適合させるため
の最適化に焦点が当てられます。具体的には、大容量セル設計の検証、自動車への搭載
に最適化されたパッケージング、製造プロセスのスケールアップなどが含まれるでしょ
う。ホンダは、車両設計、バッテリー管理システム、そして実際の走行環境での性能評
価に関する専門知識を提供し、QuantumScapeの技術が商業的に実現可能であることを
確実にするための重要な役割を担います。



背景・業界文脈

電気自動車市場は、排出ガス規制の強化と消費者の環境意識の高まりにより急速に拡大
していますが、航続距離への懸念と充電時間、そしてバッテリーの安全性は依然として
重要な課題です。全固体電池は、これらの課題に対する究極の解決策として期待されて
おり、世界中の自動車メーカーが開発競争を繰り広げています。ホンダは、2040年まで
にグローバルで販売する全ての新車をEVまたは燃料電池車にするという目標を掲げてお
り、全固体電池はその達成に不可欠な技術と位置づけられています。QuantumScapeと
の提携は、ホンダがこの競争で優位に立ち、革新的なEVを市場に投入するための重要な
戦略的動きです。

今後の展望

ホンダとQuantumScapeの共同研究契約は、全固体電池の商業化に向けたマイルストー
ンとなるでしょう。数年以内には、自動車産業の厳しい要件を満たす全固体電池のプロ
トタイプが開発され、その後の量産化に向けたロードマップが明確になることが期待さ
れます。この技術が成功すれば、EVの航続距離は飛躍的に伸び、充電時間はガソリン車
並みに短縮され、バッテリーの安全性も向上します。これにより、EVは主流となり、内
燃機関車からの移行を加速させる可能性があります。両社の提携は、未来のモビリティ
と持続可能な社会の実現に大きく貢献する重要なイノベーションとなるでしょう。

元記事: https://electrek.co/2026/06/18/honda-quantumscape-qs-team-up-solid-state-batteries/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://electrek.co/2026/06/18/honda-quantumscape-qs-team-up-solid-state-batteries/

